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狭山の昔話散歩道 
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 【ヤッケを着た夢地蔵】 

南入曽の金剛院中央霊園には、「夢地蔵」がいます。これはどんな夢でもかなえてくれること

から名付けられています。 

ある朝、夢地蔵が南入曽に住む人の夢枕に表れ、「信州小諸の千曲川の畔を掘れば温泉が湧

く」とのお告げがあり、千曲川のほとりに温泉を求めて探したところ、ついに念願の温泉を掘

りあてました。「湯の瀬温泉」と命名し夢地蔵の移転を願い出て、温泉の守護仏にしたそうです。 

お地蔵さんのふるさと恋しさに狭山に里帰りを果たしたのは、平成 11 年４月のことで、も

ともとは高倉村（入間市）の山畑八左衛門の遺族が造立したと台座に刻まれています。お地蔵

さんの冬スタイルです。 

 
春を待つ小川遺構（入曽用水路） 入曽用水は入曽村が天正 6 年（1578）に旧山口之郷や三ヶ島

郷から流れる林川の上流から分水し、南入曽へと流れるように開

削した生活用水路です。地元では親しみを込めて、不老川を大川

（おおかわ）、入曽用水を小川（こかわ）と呼び、二つの川を「親

子川」と呼んだそうです。七曲井と共に生活用水の確保に苦労を

してきた人々の歴史を物語っています。 

近年、水道の普及で小川も使われなくなり、「水汲み場」や「土

管・暗渠」の手入れも行われず、土に埋もれ、人々の記憶から忘れ

去られようとしています。 

① 金剛院  ② 入曽用水  ③ 下水野の地蔵尊  

 

  

 

水野村の新田開発後、 

２０年を記念し貞享 2 年

（1685）に、亡くなった

人の供養や現当二世安楽

などを願い造立されまし

た。 

 

 

天正６年（1578）に開削

された生活用水路。人口

の増加により七曲井だけ

では飲料水が足りずこの

用水が作られました。 

 

真言宗の寺で創建は不詳

ですが室町時代後期以前

と推測されます。本尊は

木造不動明王坐像です。 

伝説の宝庫 不老川の散歩道 

    

フェンスで守られた 

小川遺構 
民家の庭先に残る 

小川遺構 

⑥ 野々宮神社 

 

⑦ 七曲井 

  

⑧ 入間野神社 

④ 常泉寺  

 

 

真言宗の寺で天正年間に

創建され、元禄２年

（1689）に、七曲井の横

の観音堂の地から現在地

へ移転しました。 

常泉寺の門を出た左側

の一角にある「水天」と

刻まれた小さな自然石

は､安政７年（1860）

に造立されました。 

伝承によれば奈良時代

の創建で､入間路の警

備や七曲井の管理に当

たったと伝えられてい

ます。大祭には､「入曽

囃子」が奉納されます。 

清少納言の「枕草子」や

同時代の和歌にも見ら

れる武蔵野台地にある

古代の井戸で「堀難の

井」の一つといわれて

います。 

社伝によると、当社は

建久２年(1191)の創

建と伝えられ、石造り

の御神体には天正６年

（1578）の年号が刻

まれています。 

⑤ 井戸神さま 
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入曽地区 【約 4.0Km】 

出発は西武新宿線 入曽駅東口からです。 

（赤丸数字＝史跡・文化財、青丸英字＝童絵） 

 

   

Ⓐ 入間野神社･金剛院 Ⓑ 逃げ水の里(水野)  Ⓒ 不老川伝説   

入曽駅東口 

発・着 

③ 下水野の地蔵

尊  

④ 常泉寺 

④ 

 

Ⓓ 七曲井  

● 

● 

● 

● 

● 

● 

●● 

● 

★ 

⑥ 野々宮神社  

Ⓔ 小さな春みつけた  

ⒸⒺ 不老川伝説  

⑦Ⓓ 七曲井と観音堂  

② 入曽用水  ⑧Ⓐ 入間野神社  

①Ⓐ 金剛院  

夢地蔵 

⑤ 井戸神さま  

● 

入曽の獅子舞は毎年 10

月第 3 土曜日・日曜日の

両日にわたり執り行われ

ます。金剛院で「寺ほめ」

の舞を終え、獅子舞の一

行は入間野神社へ向かい

ます。入間野神社の一の

鳥居を獅子が元気よく踊

り込みます。これは「いり

は」といいます。笛や太

鼓、ささらの音の中、「本

獅子」の奉納舞が夕暮れ

時まで行われます。 

入間地区の水野には「逃

水」という地名が今も残

っています。この辺りは、

一面の荒野で水に困って

いました。昔、旅人が所沢

の方へ行くためこの地を

通りかかりました。その

日は暑くて喉がかわき、

水を探しました。水は近

くになく、はるか雑木林

の裾に、水の流れが見え

ました。旅人は近づきま

したが、さっきのところ

に水はなく、いくら追っ

ても水は逃げていきまし

た。 

不老川には、数多くのむ

かし話や伝説が語られて

います。その中でも一番

有名なものは「豆まきの

晩に不老川の橋の下で一

晩すごすと、歳をとらな

い」といわれている「とし

とらず伝説」です。そのむ

かし、この川にはきれい

な透き通った水が流れ、

魚もたくさん住んでいた

そうです。 

この辺りはの人々は水に

大変苦労をしてきまし

た。ある年、大干ばつに襲

われたとき、村人は観音

堂のご本尊である聖観世

音さまに一心に祈り続け

ました。ある時、古老に

『お堂の横の古井戸を掘

ってみよ』と夢のお告げ

がありました。お告げの

通り掘ってみると井戸の

底より水が湧きでたそう

です。 

不老川の岸辺を歩きまし

た。節分を過ぎると足元

には、春のさきがけの「オ

オイヌノフグリ」が優し

いコバルト色の花びらを

見せてくれます。小さな

春をみつけました。七曲

の井→不老川→山王橋→

化け地蔵→権現橋と、昔

話や史跡を巡ってウオー

キングするのも健康的で

よいものです。 

Ⓑ 逃げ水の里 

入曽の獅子舞 

 

逃げ水の里 不老川の 

としとらず伝説 
七曲井と観音堂 
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⑥ 大六天  

 

⑤ 西浄寺  

 

④ 柏原白髭神社  

 

③ 上宿の庚申塔  

 

 
 
 
 

 

 【コーヒーブレイク】 

◎ 「パティスリーモンクール」は狭山環状線とサイボク行きバス路

線の交差した白鬚神社斜め向かいにあるケーキ＆Cafeの店です。

おすすめは栗のケーキ、ケーキセットは 600 円です。ほかにパ

スタ、クロックムッシュなど軽食が楽しめます。 

◎ 石窯パン工房「穂の香」は土橋のバス停近く、焼きたてパンと飲

み物が店内で食べられます。 

◎ ユーアイネット柏原のコミュニティカフェ「ゆうあい」は、柏原

団地内コンビ二エスストアの裏手にあり、喫茶軽食が楽しめます。 

 

 

 

【柏原白髭神社に奉納された２枚の絵馬】狭山市指定文化財・有形民俗文化財に指定 

 

「子返しの図」：この絵馬は桐の板に描かれており、元は境内社の日枝神社

に掲げられていましたが、それ以前は浅間神社に奉納されたものと言われて

います。この絵馬は二人の女性が、生まれたばかりの我が子の口をふさぎ、

足を抑えている図で、左側の女性は鬼の顔をしており、右側の女性の内面を

表しています。絵馬の上部に墨で、間引きを戒める歌が記されています。 

「陰陽和合図」：こちらの絵馬も桐の板に描かれています。元は境内社の浅

間神社に奉納されたもので、富士信仰の生命観を描いたものです。富士信仰

では、月と太陽は 30 日に一度重なり有って地球を巡ることから、生命の誕

生に関係があると考えられていました。絵馬の上部に墨で、子の誕生は陰陽

の和合に生まれるものであり、摂理に従ったものであるとの歌が記されてい

ます。 

第六天とも書き、安政6

年（1858）に同地の恵

花組中と他2名により

造立されました。 

真言宗の寺院で本尊は

木造大黒天立像です。大

黒天は鼠がその使いで

あることから干支の

「子」にちなみ「甲子寺」

と呼ばれ、かつては甲子

の日に、商売繁盛や福財

を求めて多くの参拝者

で賑わいました。 

旧柏原村の総鎮守で祭

神は猿田彦命です。創建

は不詳ですが、同社所蔵

の「御正体」から16世紀

以前に遡ることは確実

です。現在の本殿は天保

14年（1843）に再建さ

れた流れ造りの建築様

式です。 

享保13年（1728）に柏

原村の庚申講中と常楽

寺により五穀豊穣、現当

二世安楽などを願い造

立されました。 

【柏原地区コース内の文化財】 

●城山砦跡 ： ＜城山砦跡：市指定文化財 史跡 埼玉県選定重要遺跡＞ 

●白鬚神社 ： ＜御正体 5 面：市指定文化財 工芸品＞ ＜韋駄天の額：市指定文化財 絵画＞ 

＜絵馬「子返しの図」：市指定文化財 有形民俗文化財＞ 

＜絵馬「陰陽和合図」：市指定文化財 有形民俗文化財＞ 

＜柏原の祇園囃子：市指定文化財 無形民俗文化財＞ 

●西浄寺  ： ＜ねずみの図：市指定文化財 絵画 狭山市立博物館にて保存＞ 

兵どもが夢の跡 戦国時代の砦跡に出会える散歩道       

パティスリーモンクール 
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② 常楽寺  

  
  

① 城山砦跡  Ⓐ 柏原白髭神社  Ⓑ 西浄寺  Ⓒ 大六天 

柏原地区 【約 3.0Km】 

 

出発は西武新宿線 狭山市駅西口から「柏原東」までバスに乗車します。 

● 

● 
● 

● 

● 

● 

● 

● 

狭山市駅西口から「柏

原東」迄バスに乗車 

 

① 城山砦跡  

② 常楽寺  

③ 上宿の庚申塔 

④Ⓐ 白鬚神社 

Ⓑ 
⑤Ⓑ 西浄寺  

⑥Ⓒ 大六天  「柏原南」から狭山市

駅西口迄バス乗車 

（赤丸数字＝史跡・文化財、青丸英字＝童絵） 

 

★ 

白鬚神社・絵馬 

(市指定文化財) 

城山砦跡は、北条氏、上

杉氏などの戦国武将の

名が伝わり、日本三大夜

戦の一つに数えられる

天文15年（1546）の河

越夜戦にもかかわった

場所。上杉･古河連合勢

が陣を張りました。 

今は野鳥も多く、四季

折々の風景が楽しめる

散歩道です。 

大六天さまは、今も柏原

の本宿にひっそりと立

っています。この大六天

さまは、ちらかしている

ことを好む神さまとい

われ、ちらかしてあるも

のを、片付けたり直した

りすると、その人に必ず

祟りがあり不幸がある

といわれています。 

柏原には格式のある西

浄寺という古いお寺に、

たいそう絵の上手なお

坊さんがおりました。あ

る日のこと、お坊さんが

本堂で経を読んでおり

ました。ところがスズメ

の大群がやってきて「チ

ュンチュン、チュンチュ

ン…」と大変な騒ぎでし

た。 

柏原白鬚神社は、「韋駄

天の額」、絵馬「子返し

の図」、絵馬「陰陽和合

図」、「御正体（懸仏）」 

と貴重な市指定の文化

財が多いところです。 

神社の前を通る道を「ダ

ンゴ坂」と言い、ダイダ

ラボッチ（山を作る巨

人）の足跡があることで

も有名です。 

天台宗の寺院で本尊は

木造不動明王坐像です。 

妙法山と号し、天台宗羽

黒行人派、江戸音羽町普

門院の末寺といわれて

います。創建は文政ごろ

（1818～1830）であ

り、開基は増田左輔等

英、開山は厳察和尚で

す。 

大六天さま 

 

絵の上手なお坊さん 

 

白鬚神社とダンゴ坂 
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① 今宿遺跡 

 

② 影隠地蔵 ③ 信立寺 

 

⑥ 広瀬神社 

 

⑤ 禅龍寺 

 

④ 広瀬浅間神社 

【コーヒーブレイク】 

水富公民館近くの根堀

用水路に沿って歩くと

「純狭山茶処 古谷園」が

あります。 

そこで一服おもてなし

のお茶を味わえます。 

根堀用水路は、色とりどり

の鯉がゆるやかな水路の中を

泳ぎ、緑に囲まれたのどかな

場所です。この辺りには、古い

漆喰土蔵が28戸も点在し、ひ

と昔前にタイムスリップした

かのような、懐かしい風景が

あります。 

 

 
縄文時代の遺跡に出会う散歩道 

 

奥州道の辻に立つお地蔵さまは「影隠し地蔵」と呼ばれています。木曽義仲の嫡男である「清

水冠者義高」が鎌倉を追われ、このお地蔵さまの後ろに隠れて追手から身を隠したといわれてい

ます。そのとき、「お地蔵様、どうか私を助けてください」とお願いしたそうです。里の人は、

処刑された義高の遺骸を入間河原に祀り、清水神社として今に伝えています。 

また、現代では難を逃れた地蔵さんということで、「若い方が安産を願って、難産を避けたい

と、お参リに訪れるようですよ」と、お地蔵様の近所で代々お茶屋を経営している年配の女性が

話してくれました。 

 そのお茶屋さんは、お地蔵様と道路を挟んだ向かい側にあり、40年前お地蔵様はお茶屋さん

の前にありましたが、道路改修で現在の地へ移転しました。お店の中には、初代店主が当時の様

子を記した書物などがあり、閲覧することができます。 

【安産の願掛けに影隠し地蔵】 

 

 

創設は大和時代と伝えられ、延喜式神名帳に記載されている武蔵国三十三座の一つで、武蔵国

に数ある神社の中でも数少ない格式高い神社です。樹齢700年といわれる２本のご神木の「大

欅」は、県指定文化財・天然記念物に指定されています。 

新年は除夜の鐘と同時に初詣に向かう大勢の参拝者で参道は埋め尽くされ、広瀬囃子が、鉦や

太鼓でにぎやかに奉納され、大きな焚火の輪を囲み、お神酒や甘酒が振舞われます。 

春は見事な枝垂桜が咲き、初夏には「あおばづく」が巣を作り、大勢の憩いの場でもあります。 

木曽義仲の嫡男清水冠者

義高が鎌倉から逃げてき

たとき源頼朝の追手が迫

り、地蔵菩薩の背後に隠

れ、危急を逃れたと伝え

られることに由来してい

ます。 

この神社は万延元年

（1860）に安産､鎮火､

養蚕業の発展を祈願し上

広瀬･下広瀬の富士講に

より創建されました。火

祭りは豊作､安産を祈願

し､明治の初め頃に始ま

りました。 

日生団地の宅地造成に伴

い、昭和44年（1969）

の狭山市では初めての大

規模発掘調査が行われた

結果、遺跡は奈良から平

安時代の集落跡と判明し

ました。 

この寺は江戸時代から続

く市内唯一の日蓮宗寺院

で池上本門寺の末寺で

す。本堂左側に鬼子母神

堂があります。 

水富にある広瀬神社は、

市内で唯一の延喜式内社

です。武蔵国で三十三座、

入間郡でも五座しかない

と言われ、古く格式のあ

るお社です。 

享保年間（1716～1736）

に鋳造された梵鐘の銘文

に「明応年間（1492～

1501）に開山され､天正

元年（1573）に宗派を臨

済宗から曹洞宗に改め中

興開山された」と刻まれ

ていました。 

 

広瀬のパワースポット広瀬神社 
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Ⓑ 信立寺  Ⓒ 広瀬浅間神社  Ⓓ 禅竜寺  Ⓐ 今宿遺跡  

   

Ⓔ 広瀬神社  

 

 

1. ● 

 

日生団地バス停 

スタート 

 

①Ⓐ 今宿遺跡  

③Ⓑ 信立寺  

⑤ 禅竜寺 

広瀬消防署前からバス

にて狭山市駅西口へ 

④Ⓒ 広瀬浅間神社  

② 影隠地蔵  

⑥Ⓔ 広瀬神社  

●広瀬公民館 

● 

● 

● 

● 

● 

● 

● 

● 

★ 古谷園 

（赤丸数字＝史跡･文化財、青丸英字＝童絵） 

出発は西武新宿線 狭山市駅西口から「日生団地」までバスに乗車します。 

浅間神社の火まつり 

毎年8月21日、親子連れ

で賑わう祭りは、大小の護

摩木に火をつける「お焚き

上げ」で最高潮を迎えま

す。この日は「スイカマチ」

とも言われ、神社下の道に

多くの西瓜売りが並んだ

そうです。 

子育て鬼子母神様 

鬼子母神はいつも人間の

子どもを食べていました。

神様は、鬼子母神のたくさ

んの子どもの一人を隠し

ました。鬼子母神は子ども

を必死に探しました。そこ

に神様が現れ「かわいい子

どもを奪われた悲しみは

人間も同じだ」と諭しまし

た。鬼子母神は、改心して

子どもを守る神様になり

ました。 

今宿遺跡 

昭和51年に市指定史跡文

化財に指定された縄文早

期から奈良・平安時代の住

居跡などです。発掘調査の

ときに数多くの住居跡や

古墳が見つかりました。公

園内に堅穴住居が一軒、復

元されています。やわらか

な夕日をあびた風景は、狭

山市のシンボルの一つで

す。 

 

観音様のいわれ 

昔、鎌倉にいた２メートル

以上ある武士が、鎌倉を追

われ広瀬に住むようにな

りました。ある夜、夢枕に

観音様が現れ、「なぜ、信

心していた私を連れて行

かぬのじゃ」と言ったそう

です。武士はその日のうち

に鎌倉に行き、観音様を厨

子に入れ広瀬に帰り、お堂

を作り安置したそうです。 

伝説によると日本武尊が

当地に来られたとき、入

間川の風景が、我が大和

の国広瀬の地によく似て

いることから、この地を

広瀬と呼ぶようになった

といわれている。土地の

古老によると、広瀬神社

から信立寺にかけては高

台で周りが入間河原だっ

たので「中島」と呼んでい

たそうです。 

広瀬地区 【約 3.8Km】 
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現在、綿貫家跡地には謙受堂書店があります。その近くの「山

八園」経営者の小川準一さんの５代前の英太郎さんは、綿貫家

の三番番頭でした。英太郎さんは、綿貫家没落後に近くの醤油

屋の経営を任されました。その後、この場所で旅館とお茶屋を

営んでいました。その当時の旅館の看板がお店にあり、「旅人

宿小川屋」と書いてあります。 

綿貫家ゆかりのお茶屋さん「山八園」 

 

【延命耳地蔵尊（地蔵六角堂）】 

】 徳林寺の山門を入って左側の六角堂に、石仏立像の地蔵尊が安置され、耳地蔵として皆

さんに親しまれています。 

穴あきは「物が通ずる」ことを意味するので、河原から穴の開いた石を探してこれを紐

で結んでお地蔵さんに供えれば悲願が成就するとの伝えがあります。 

毎年8月24日の週の例大祭は、コンサートやバザーなどの催しのなか、安産子育ての願

いを持つ参詣者で賑わいます。 

 
入間川の七夕まつり 

 
★ 始まり 

盆行事と密接な関連があり、農家などが新竹に短冊な

どを飾り､祖先に五穀豊穣･無病息災･雨乞を願うとして、

江戸時代中期頃から始まったようです。 

里芋の朝露を集めて墨をすり、千代紙の短冊に願いを

書き,小振りの新竹に飾り、竹先に魔除けの心頭(ｱﾐ)を付

け軒先に飾り､祭りが終わると入間川や赤間川に流すか､

畑に移した後､新竹で盆の花差しを作ったとのことです。 

★ 商店街の参加 

 大正から昭和にかけて､通りに面した商店や問屋が、お

客様への感謝のための「夕涼みの会」が行なわれ、竹飾

りを大型化して｢日陰を作り、縁台を並べて湯茶のもてな

し」を始めたことが､今日の七夕祭りに発展しました。 

★ 豪華な飾りへ 

 明治･大正･昭和と地元商店街が中心になり実施され

て来た祭りは､昭和20年に一時中止となりましたが､翌

年に復活し、昭和25年頃に「夢二会」の人たちが見学に

来るいうこということで、従来の短冊主体の竹飾りか

ら､数々の工夫をこらした飾りとなり、花火も打ち上げ

られました。この様子がラジオや映画で放送され、町を

あげての七夕祭りに発展しました。 

 

 昭和29年に狭山市が誕生してからは､市も積極的に

この行事に関わるようになり､飾付もより一層の豪華さ

を増し､埼玉県を代表する夏の観光行事となりました。 
 

     狭山市史民俗編･通史編Ⅱから抜粋転記 

おり姫ひこ星 七夕祭りの散歩道 

④ 諏訪神社  

  

   

約400年前に信濃の諏

訪大社を勧請して創建し

たと伝わっています。神

社の右奥には、かつて竜

神伝説の沼がありまし

た。 

③ 八幡神社 本殿  

 

かつて入間川村の総鎮守

であった神社で、祭神は

応神天皇です。新田義貞

が鎌倉攻めの際に戦勝祈

願をしたと伝わっていま

す。 

② 徳林寺  

 

この地は新田義貞が鎌倉

攻め（1333）の際に本

陣を、また、鎌倉公方足

利基氏が「入間川御所」

を置いた地でもありま

す。 

① 綿貫家関連  

 

綿貫家は江戸時代に入

間川で栄えた豪商で、こ

の墓地には16代にわた

る綿貫家の墓がありま

す。 
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  入間川地区 【約 3.0Km】 

 

 

出発は西武新宿線 狭山市駅西口松屋前からです 

（赤丸数字＝史跡・文化財、青丸英字＝童絵）、太赤点線=七夕祭り会場 

 

Ⓔ 諏訪神社 
ある夏の日のこと、諏訪神社の裏手にある沼に棲む竜が暴れまわり、村中を荒ら

します。村人はこれに困り果て、総出で退治しようとしますが、なかなか静まりま

せん。 

その時、投げつけたナスが竜の口に入りました。するとどうでしょう!不思議な

ことに、竜はたちまち水の中に姿を消しました。その晩、村人の夢枕に竜が現れ、

「ナスを食べたお陰で夏の病が治りました。これからは諏訪の大神に仕えて、村の

ために尽くします」と言いました。 

その後は、祭りの日にナスを供え、そのお下がりをいただき、夏病・悪病を除き、

豊年を祈願したという言い伝えがあります。 

 

Ⓓ ごろ－坂  

● 

● 

● 

● 

● 

● ◆ 

◆ 

狭山市駅 

西口発・着 

①Ⓐ 綿貫家関連 

②Ⓑ 徳林寺 

③Ⓒ 八幡神社 

Ⓓ ごろー坂 

④Ⓔ 諏訪神社 

 

Ⓒ 八幡神社  

駒つなぎの松 

今から700年ほど前の元弘３年

（1333）５月、鎌倉の北条高時を

討つために挙兵した新田義貞は、５

月10日ごろに所沢の小手指ケ原で

北条軍と戦いました。そのとき、新

田軍は入間川の徳林寺あたりを仮

の宿と定め、源氏ゆかりの八幡宮へ

自ら進んで戦勝を祈願しました。そ

のときに愛馬をつないだのが、この

松の木だったそうです。 

 

Ⓑ 徳林寺  

成円地蔵 

中央図書館の近くに徳林寺という

お寺があります。その境内の片隅に

成円地蔵という立派なお地蔵さま

安置されています。このお地蔵さま 

は「安産・子育て」のほかに「耳地

蔵さん」といわれ「穴あき」の伝説

があります。耳の聞こえない娘がい

て、両親がこの地蔵に願掛けをした

ら、耳が聞こえるようになりまし

た。お礼に穴のあいた石に紐を通し

て、お地蔵さまにかけたそうです。 

 

 

Ⓐ 綿貫家関連  

どんどん出てくる傘 

中央図書館のあたりに、綿貫家と

いう、それは大そうな大金持ちが

いたそうです。 

ある暑い夏の夕方のことです。近

くのお宮で祭礼があり、大そうな

賑わいでしたと。激しい夕立にな

りました。大勢の人たちは、われ

先にと綿貫家へ傘を借りに駆け

込みました。綿貫家では、どの人

にも次々に傘を渡しました。 

入間川の前の道を夜遅く通

りかかった旅人が「わぁー！

切られたー。助けてくれ」と

近くの家に飛び込んできま

した。「カマイタチのしわざ

でございましょう」と言われ

ました。カマイタチとは妖怪

変化のたぐいで、鎌でスパッ

と裂かれるように皮膚が切

れることで、つむじ風のため

にできた真空によって起こ

る現象だといわれています。 

諏訪神社の竜神伝説 

お諏訪さまのなすとっかえ 
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芝坂のイボ神さまから始まる散歩道 

 

 

ユニークな公民館 新狭山公民館 

新狭山公民館は平成29年6月に開館した木造平屋建ての建物で、交流スペースなど

地域の交流の場として多くの皆さまが利用しています。 

住所：新狭山2丁目17番地の1（西武新宿線･新狭山駅北口下車徒歩5分）☎ 04-2953-9034 

 昔のお話です。万葉集に出てくる入間路は、広いひろい荒野でした。江戸時代に

入っても雑木林と、ところどころ田畑のある草原でした。 

あるときき旅人が通りかかりました。始めてやって来たらしく道を探しながら

歩いておりました。ちょうど下奥富あたりへ来たとき、畑仕事をしている人に道を

訪ねました。「越生の方へ行きたいのですが」、「あ～、それなら一本松の道しるべ

を見ればわかるべ～」と、道標を教えてくれたそうです。それは、武蔵野の一本松

の道標といいまして寛政２年（1790 年）に造られた石柱でした。「東 川越一り

半、西 扇町谷や一り半、八王子 拾八り、南 三ツ木□□村 武蔵野、 北 下奥富 

入口柏原生越道」と、彫られています。また、「武蔵野は西も東もわからねど 南に北 みちしるべかな」と、作者不明

のしゃれた歌もあります。生越とは、今の越生町のことで、 大きくて彫りもしっかりした道標はめずらしく、現在、

国道１６号線沿いにたち、市の史跡で大切な文化財です。 

【 武蔵野の一本松の道標 】 

【 奥富の珍しい神様 】 九頭
く ず

龍
りゅう

大権現 

 九頭龍大権現 

この石塔は入間川の堤防に沿った下奥富に祭られており、嘉永３年

（1850 年）12 月に造立されたものです。ここに九頭龍大権現を

祭ったのは入間川の水の猛威を鎮めるためだと言われています。 

蚕神 

奥富の亀井神社境内にあり、文政 13 年（1830 年）に造られま

した。古くから養蚕の神として信仰されてきました。 

蚕
かいこ

神 

 

⑤ 生越道道標  

この大きな道しるべは神

仏を刻まない狭山市内唯

一のものです。「東･西･

南」面に目的地への距離

が、「北」面に歌が刻まれ

ています。 

 

④ 西方の薬師堂  

通称千日堂と呼ばれ､か

つてのお堂は広く、村民

の集会に使われていまし

たが、集会所建設のため

現在の建物になりまし

た。 

③ 梅宮神社  

 

京都の梅宮大社から分祀

され、創建は承和5年

（838）。広瀬の広瀬神社

とともに市内で最も古い

神社です。毎年2月10日、

11日に「甘酒祭り」が開

催されます。 

 

② 広福寺  

天台宗の寺院で、袴腰が

美しい漆喰白壁塗りの、

珍しい龍宮づくりの山門

（鐘楼門）を入った右手

に、徳川家光が花の見事

さを称賛した「御詞の梅」

があります。 

Ⓔ 生越道道標  
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Ⓒ 案山子通り Ⓑ 広福寺 Ⓓ 梅宮神社 

 
  

奥富地区 【約 4.5Km】 

 

① 芝坂のイボ神さま 

 

 狭山市市民文化健康センター サンパーク奥富  
 

案山子通り(奥富小西脇)から 530m。入間川沿いに見える所にあります。 

1 階は講演会やスポーツに、２階は歩行浴、浴室、大広間等「健康とふれあい」の場。 

2 階には軽食堂「きらく」があり、各種定食、コーヒーなどが楽しめます。 

〒350-1332 埼玉県狭山市下奥富 2552-1  電話：04-2969-3809 

狭山あじさい祭り 

毎年6月、中原公園で

開催されます。マジック

ショーやダンス、模擬店

など出店されます。 

新狭山駅 

北口発･着 

②Ⓑ 広福寺  

③Ⓓ 梅宮神社

ー 

Ⓒ 案山子通

り  ⑤Ⓔ 生越道道標  

①Ⓐ 芝坂のイボ神さま  

④ 西方の薬師堂  

サンパーク奥富 

新狭山公民館 

出発は西武新宿線 新狭山駅北口マクドナルド前から

です。 

 

（赤丸数字＝史跡・文化財、青丸英字＝童絵） 

● 

● 

● 

● 

● 

● 

★ 

★ 

★ 
中原公園 

● 

Ⓐ 芝坂のイボ神さま 

懐妊した女の人が梅宮

神社に来て、神様に安産

のお祈りをし、社殿の下

にある砂を持ち帰りま

す。夜寝るときに、自分

の枕の下に砂袋を置き、

どうか無事に生まれる

ようにとお祈りをして

休みます。願いが叶い、

無事に生まれたら、枕の

下に置いてあった砂を

元の社殿に返します。 

奥富のかかし祭り 芝坂のイボ神さま 梅宮神社と安産の砂 

 
毎年10月下旬から11月

上旬まで、収穫を終えた

田んぼの周りに100本

近くの案山子がたてら

れます。 

ユーモアいっぱいの案

山子は奥富の田園風景

とよく似合い、秋の風物

詩として有名です。 

むかし、徳川三代将軍家

光公が武蔵野で鷹狩り

をしたときに、広福寺に

お立ち寄りになり、梅の

花の美しさを褒められ

たそうです。その後、ゆ

かりの梅の木のことを

「御詞の梅」と呼び、寺

では代々大切にしてい

ます。竜宮城のような山

門があることでも有名

です。 

鷹狩と御詞の梅 

 
この馬頭さまは、下奥富

の吹上八雲神社裏手の

芝坂の途中の南側道端

にあります。体中にイボ

がある人が「治ればマメ

に働く」と願を掛け、治

癒したのでお手玉状の

豆俵を作りお礼参りを

したのが「イボ神さま」

の始まりといわれてい

す。 

この馬頭観音の石仏は安

永8年（1779）正月に馬

の供養仏として建てられ

ました。馬頭観音は、普通

怒った顔立ちで表現され

ますが、この三面六臂像

はたいへん穏やかな表情

をしています。 
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狭山市立都市緑化植物園  絵／飯島和子 
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の
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顔
と
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●
大
好
き
な
絵
を
描
い
て
、
心
癒
さ
れ
ま
し
た 

義
母
の
介
護
に
夢
中
だ
っ
た
５０
代
後
半
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母
親
が
デ
イ
サ
ー

ビ
ス
に
通
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て
い
る
５
～
６
時
間
の
自
由
時
間
を
工
夫
し
、
子
供

の
頃
か
ら
大
好
き
な
絵
画
教
室
に
通
い
始
め
ま
し
た
。 

介
護
の
大
変
さ
か
ら
の
解
放
感
と
同
時
に
、
「
今
の
自
分
を
育

ん
で
く
れ
た
の
は
、
義
母
の
笑
顔
で
す
」
と
語
る
飯
島
さ
ん
、
逞

し
さ
を
分
け
て
く
れ
ま
し
た
。 

●
「
さ
や
ま
っ
ち 

オ
ー
プ
ン
ガ
ー
デ
ナ
ー
」
の
立
ち
上
げ 

さ
や
ま
市
民
大
学
の
ガ
ー
デ
ナ
ー
養
成
講
座
で
学
ん
だ
仲
間 

た
ち
と
、
個
人
の
庭
を
披
露
し
た
り
、
近
隣
公
園
に
一
年
間
を
通

し
て
花
を
咲
か
せ
る
な
ど
活
動
中
。
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
を
生
か
し
た

花
の
ま
ち
、
明
る
い
狭
山
を
目
指
し
て
い
ま
す
。 

●
常
日
頃
か
ら
ア
ン
テ
ナ
を
四
方
に
広
げ
よ
う 

『
広
報
さ
や
ま
』
な
ど
の
情
報
誌
が
学
び
の
き
っ
か
け
に
な

り
、
市
民
大
学
で
の
仲
間
づ
く
り
や
地
域
の
触
れ
合
う
活
動
に
つ

な
が
っ
て
い
ま
す
。
一
番
う
れ
し
い
こ
と
は
、
花
壇
の
手
入
れ
時

に
「
あ
り
が
と
う
」
と
見
ず
知
ら
ず
の
方
か
ら 

伝
え
て
頂
く
言
葉
で
す
。
そ
れ
を
糧
に
し
て 

こ
れ
か
ら
も
花
々
を
慈
し
ん
で 

行
き
ま
す
。 

  

「
民
間
の
公
民
館
」
で
明
日
を
元
気
に 

      

●
青
年
会
議
所
が
道
案
内
人 

 

狭
山
青
年
会
議
所
で
、
仲
間
た
ち
を
育
み
、
自
分
づ
く
り
を
培

い
ま
し
た
。
名
古
屋
で
開
催
さ
れ
た
全
国
会
議
で
、
昨
今
の
時
代

背
景
を
取
り
込
ん
だ
介
護
施
設
経
営
者
に
出
会
い
ま
し
た
。
一
週

間
後
に
再
び
名
古
屋
ま
で
出
向
き
、
健
全
な
経
営
を
学
び
、
現
在

の
「
わ
が
道
」
を
決
断
。
狭
山
市
の
高
齢
化
率
に
着
目
、
元
気
な

６０
歳
以
上
の
高
齢
者
が
通
う
場
所
づ
く
り
に
着
手
し
ま
し
た
。 

●
「
民
間
の
公
民
館
」
を
目
指
し
て
い
ま
す 

地
域
の
人
々
が
気
軽
に
交
流
で
き
る
「
民
間
の
公
民
館
」
と
し

て
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
施
設
を
誕
生
さ
せ
、
７
年
が
経
過
し
ま
し
た
。

介
護
を
受
け
な
い
身
体
づ
く
り
と
生
き
が
い
づ
く
り
を
目
指
し

て
、
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
感
覚
で
、
無
理
な
く
運
動
機
能
の
向
上
を
図

っ
て
い
ま
す
。
男
性
の
利
用
者
さ
ん
か
ら
も
好
評
で
す
。 

●
「
関
わ
る
す
べ
て
の
人
の
心
を
笑
顔
に
」
が
合
言
葉 

介
護
施
設
「
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
え
み
あ
す
」
や
、
保
育
園
の
開
園
、 

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
コ
ミ
カ
フ
ェ
、
更
に
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
イ
ン
キ
ュ
ベ
ー
シ

ョ
ン
室
で
運
営
を
応
援
し
、
企
業
と
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
の
融
合
に
も
尽

力
す
る
な
ど
幅
広
く
活
動
し
て
い
ま
す
。 

関
わ
る
全
て
の
人
が
笑
顔
に
な
る
環
境
づ
く
り
が
経
営
者
の
使

命
と
考
え
、
失
敗
を
恐
れ
ず
逞
し
く
挑
戦
し
て
い
き
ま
す
。 

飯島 和子さん 

広瀬台在住。千葉県出

身。器用な特技の持ち

主で、現在、広瀬公民

館でレザークラフト講師

を務める。 

趣味はガーデニング、絵

を描くこと、革工芸。 

  石川 芳章さん 

柏原在住。秩父市出

身。(株)エミアス代表取

締役。 

狭山青年会議所の理事

長を歴任。出張先の塩

釜で東日本大震災遭

遇。自然災害の猛威か

ら九死に一生を得た。 

「
私
は
定
年
後
、
僧
侶
に
な
り
ま
し
た
」 

      

定
年
を
迎
え
る
２
年
前
か
ら
セ
カ
ン
ド
ス
テ
ー
ジ
の
生
き
方

を
模
索
し
ま
し
た
。
子
供
の
頃
「
人
の
た
め
に
な
る
よ
う
に
」
と

母
親
か
ら
口
癖
の
よ
う
に
言
わ
れ
て
い
た
こ
と
を
思
い
出
し
、

「
そ
う
だ
!
僧
侶
に
な
ろ
う
」
と
一
念
発
起
。
仕
事
を
し
な
が

ら
職
場
に
近
い
築
地
本
願
寺
の
東
京
仏
教
学
院
・
夜
間
部
に
１
年

間
通
学
。
学
べ
ば
学
ぶ
ほ
ど
心
惹
き
つ
け
ら
れ
ま
し
た
。
半
年
後
、

京
都
西
本
願
寺
で
得
度
し
、
浄
土
真
宗
本
願
寺
派
の
僧
侶
（
釈 

堯
了
）
と
な
り
ま
し
た
。 

●
現
在
の
活
動
内
容 

月
１
、
２
回
の
法
事
や
、
葬
儀
の
ボ
ラ
ン 

テ
ィ
ア
。
そ
の
ほ
か
仏
事
に
関
す
る
相
談
に 

応
え
て
い
ま
す
。
人
の
為
に
な
る
よ
う
な
事 

が
出
来
て
良
か
っ
た
と
慈
悲
の
眼
差
し
で
す
。 

講
演
は
、
狭
山
ロ
―
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
で 

「
仏
教
思
想
か
ら
環
境
問
題
を
考
え
る
」、
川
越
学
園
交
流
会
で

「
暮
ら
し
の
な
か
の
仏
教
」
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。 

現
役
時
代
か
ら
、
定
年
後
ど
う
生
き
る
か
考
え
る
こ
と
で
、
セ

カ
ン
ド
ス
テ
ー
ジ
を
彩
り
よ
く
迎
え
ら
れ
、
謙
虚
に
過
ご
す
先
に

は
多
く
の
人
と
の
出
会
い
が
あ
り
、
心
豊
か
に
過
ご
せ
る
人
生
に

向
か
っ
て
過
ご
し
て
い
け
る
と
確
信
し
て
い
ま
す
。 

仏教を勉強した築地本願寺 

木下 堯さん 

つつじ野在住 30年。 

山口県出身。７７歳。 

地域に溶け込みたいと

自ら自治会を訪ね以来

地域で活動中。趣味は

寺院めぐり。酒を酌み交

わしながらの放談会を月

1回開催。 

 

15 



  

  私たちのちいさな喜び 

2017 年度、さやま市民大学では、総合講座、まちづくりコース、

健康・福祉コース、いきがいコース、協賛講座など、それぞれの目的

にあった 18 講座が開講されました。市民大学行事の体育祭、学園

祭をはじめ、各々講座での、見学会、懇親会等、みなで楽しく勉強し

ています。 

毎年 300 名近い修了生が誕生します。修了生のみなさんは、「市

民大学で学んでよかった。今の生きがいの仲間づくりに非常に役立

った」と言います。 

身近にあるさやま市民大学へ、一歩ふみ出しませんか！ セカン

ドステージのヒントに必ず出合えるはずです。明日の自分を見つけ

ましょう！！ 

歴史講座野外学習 金剛院山門 

トトロの仲間 

蕎麦うち大会 

まちじゅう健幸サロン 

「レインボークラブ」 

 

シニアソフトボールチーム 

狭山ジョイフル 

高齢者の健康づくり・仲間づくり 

「青空サロン」 広瀬神社にて 

 

吹矢クラブ  

オアシス 蕎麦打ち 

仲間づくりの学園にようこそ！ 

セカンドステージで活躍中の人々 

ＨＡＰＰＹ女性コーラス  

地域ジャーナル講座 

  

英会話講座 

  

学校支援の見守り 
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●
さ
や
ま
市
民
大
学
で 

夢
の
実
現
準
備
へ
と
ス
タ
ー
ト 

市
民
大
学
で
Ｎ
Ｐ
Ｏ
を
学
ぶ
講
座
を
聴
講

し
、
退
職
時
か
ら
考
え
て
い
た
日
本
語
塾
の
設

立
を
決
断
し
ま
し
た
。
地
域
ジ
ャ
ー
ナ
ル
、
ま

ち
づ
く
り
、
ま
ち
の
ガ
ー
デ
ナ
ー
養
成
な
ど
の

講
座
で
学
び
な
が
ら
、
多
く
の
知
り
合
い
を
つ

く
り
、
心
あ
る
人
た
ち
に
働
き
か
け
、
日
本
語

塾
の
必
要
性
を
理
解
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。
受

講
生
仲
間
に
理
事
を
務
め
て
も
ら
う
な
ど
、
具

体
的
な
応
援
も
あ
り
ま
す
。 

●
ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
と
し
て 

「
さ
や
ま
日
本
語
塾
」
を
設
立 

狭
山
市
に
は
二
千
人
を
超
え
る
外
国
籍
の
人

が
い
ま
す
。
言
葉
の
壁
を
乗
り
越
え
て
頑
張
る

人
の
た
め
の
「
さ
や
ま
日
本
語
塾
」
を
平
成
28

年
１
月
設
立
し
ま
し
た
。
日
本
語
能
力
検
定
の

頂
点
で
あ
る
Ｎ
１
を
、
す
で
に
２
名
が
取
得
し

た
こ
と
は
塾
生
の
努
力
が
実
っ
て
い
る
証
で

す
。
日
本
語
学
習
者
が
成
長
し
て
い
く
姿
は
、

教
育
者
の
喜
び
で
す
。 

代
表
理
事 

成
瀬 

英
二 

さ 

ん 

新
た
な
セ
カ
ン
ド
ラ
イ
フ
に
出
発
進
行 

 
 

 
 

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
「
さ
や
ま
日
本
語
塾
」 

狭山市柏原在住。 

趣味は山歩き、陶芸、 

旅行、五行歌で表現練習。

歌で楽しい交流４年目。江

戸～昭和・古文書解読。先

祖調べを昨年から集中的

に実施。 

●
高
校
教
師
か
ら
日
本
語
教
師
に 

 
 

埼
玉
県
立
高
校
の
英
語
教
諭
と
な
り
３５
年
。

校
長
を
務
め
終
え
退
職
し
ま
し
た
。 

直
ぐ
に
夢
に
向
か
い
日
本
語
教
師
養
成
講
座

の
専
門
学
校
に
入
学
。
一
年
半
勉
強
し
、
日
本

語
教
育
に
携
わ
る
人
達
と
知
り
合
い
に
な
り
ま

し
た
。 

卒
業
後
は
、
日
本
語
教
師
の
経
験
も
兼
ね
、

タ
イ
の
日
本
語
学
校
で
働
き
始
め
ま
し
た
。
し

か
し
、
感
染
症
を
患
っ
て
し
ま
い
、
重
篤
な
状

態
で
帰
国
し
、
路
半
ば
の
断
念
と
な
り
ま
し
た
。

そ
れ
で
も
、
母
語
の
違
う
国
で
、
言
葉
の
習
得

を
し
な
が
ら
頑
張
る
人
の
力
に
な
り
た
い
と
い

う
思
い
は
強
く
、
日
本
で
も
日
本
語
教
育
を
始

め
ま
し
た
。 

●
交
流
は
学
習
意
欲
を
生
む
大
切
な
時
間 

学
習
を
基
礎
と
し
な
が
ら
、
四
季
折
々
、
春

の
お
花
見
会
、
秋
の
大
茶
会
、
蕎
麦
打
ち
、
陶

芸
体
験
、
日
帰
り
旅
行
な
ど
を
企
画
し
行
っ
て

い
ま
す
。
塾
生
の
家
族
も
仲
間
入
り
し
、
日
本

文
化
を
知
る
機
会
と
な
り
、
共
に
喜
び
を
分
か

ち
合
っ
て
、
絆
が
育
ま
れ
て
い
き
ま
す
。 

●
多
文
化
共
生
社
会
の
実
現
を
目
指
し
て 

今
、
地
域
社
会
を
取
り
巻
く
環
境
は
、
絆
が

薄
れ
て
い
き
、
日
本
人
で
さ
え
も
孤
立
し
が
ち

で
す
。
言
葉
の
壁
を
持
つ
外
国
語
母
語
の
人
達

と
狭
山
市
民
が
互
い
に
協
力
し
て
、
地
域
社
会

づ
く
り
を
進
め
て
い
ま
す
。 

授業風景 

交流会ハイキング 

心地よいセカンドライフにするために【成瀬氏からの提言】 

若い時に諦めた理想からは、尽きないエネルギーが出てきます 

★ 二十歳の頃の考えを参考にしよう 

★ 準備期間２～３年は、知識と情報を収集し、知り合いづくりを 

★ 活動し始めたら、基礎づくりに３～５年費やそう 

★ お互いが、対等の立場でいること 

★ 対等の立場同士のお付き合いを３～５年で築いていこう 

☆
☆ 

私
達
が
思
う
こ
と 

☆
☆ 

「
さ
や
ま
日
本
語
塾
」
の
熱
い
想
い
と

願
い
を
、
広
く
多
く
の
市
民
に
知
っ
て
も

ら
い
、「
み
ん
な
一
緒
に
笑
顔
の
明
日
」
に

向
か
い
ま
し
ょ
う
。 
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 旬魚旬菜 囲ごこち 
旬の魚、野菜で作る日本料理と日本酒・焼酎の豊
富な品揃え、居心地の良いお店 
旬な魚や珍しい魚、旬の野菜を使
った日本料理がメインの居酒屋。
お勧めは新鮮な魚のお刺身盛り合
せと旬菜の天ぷら。人気は「焼き串
盛り合せ」、「串揚げ盛り合せ」。焼
酎・日本酒好きには嬉しいレアな
銘柄など種類の多さは狭山一。半
個室がメインで、100名の宴会も
できる。 

・住所：狭山市祇園 4-64 

公栄ビル 9 B１F 

・☎ 04-2941-2666 

・営業時間：17:00～1:00 年中無休 

 

 熟成肉専門店 ＨＯＵＳＥ 
埼玉県で３軒、ドライエイジング協会の熟成肉が
味わえるステーキハウス 

 40日から60日熟成させた肉と
契約農家からの有機野菜のステ
ーキハウス。お勧めは３５００円
のコース。サラダ、3種類の熟成
肉とソテーされた温野菜。グラム
単位でも別注できる。ハンバー
グ、カレーなどアラカルトも充実
している。 

・住所 狭山市祇園 1-17 

・☎ 080-9155-7681 

・営業時間：18:00～23:00 

・定休日なし、臨時休業あり 

・ランチは予約すれば可 

  創彩遊膳 凛 
高級感あふれる雰囲気のお店で和食、洋食、寿司
が楽しめる 
沼津から直送された魚介類、川
越市場などで仕入れた新鮮な魚
介類を使った創作料理。お勧め
は「鮮魚５点盛り」で、一番人気
は「凛龍遊膳」。夜はちょっと贅
沢に寿司カウンターで和食、洋
食、お寿司を。ランチはリーズナ
ブルな価格のセットメニューが
豊富にある。 

・住所：狭山市入間川 1-2-3 

・☎ 04-2968-3117 

・営業時間：ランチ 11:30～23:00 

ディナー平日：17:00～23:00 

日曜日：17:00～22:00 

㊡ 月曜日 

 

 LIVE STATION sayama 

「食」、「飲」、「ライブ・エンターテイメント」が
おりなす感動のレストラン 

お客様に５つの感動を提供、
「食」「飲」「観」「聴」人と人が
出会う「縁」。飲み放題付きパー
ティは4名様～180名様。貸切
りでは、本格的音響・照明完備の
ステージや大型スクリーンが利
用できる。月数回13：00からと
貸切り営業日以外19：30から
チャージ無料でライブが楽しめ
る。個室あり。 

・住所：狭山市入間川 1-3-2 ｽｶｲﾃﾗｽ B１F 

・☎ 04-2900-1355 

・営業時間：ランチ 11:00～14:00 

ティータイム 14:00～17:00 

ディナー17:00～22:30 年中無休 

『狭山ステキ発見』を見て来店された方へ特典 

●ＨＯＵＳＥ：コース注文一人様グラスワイン or ドリンク 4 名以上はワインボトル一本 or パスタ一皿をサービス 

●囲ごこち：一人様 ONE ドリンク（日本酒除く）をサービス 

●スパイスガーデン：一人様マンゴ・ジェラートをサービス 

●ラ・ティアーモ：ディナータイム２名様までグラスワイン or コーヒーor 紅茶をサービス 

ライブステーションクーポン：クーポン持参の方ランチドリンクバー無料 期間 2018 年６月 30 日まで 
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本格的インド料理 スパイスガーデン 
インド人シェフが作るインド料理、また食べたく
なる美味しさ 
本格派インド料理が手軽に楽し
めるレストラン。スパイスは厳
選された香り高いものをインド
から直輸入。カレーはお好みで
辛さを選べ、日本人向けにアレ
ンジしている。モチモチで香ば
しいナンは炭火タンドール窯で
焼く。おすすめは「バターチキン
カレー」と「海老バターカレー」 

・住所：狭山市富士見 1-28-2 

狭山市駅徒歩 7 分駐車場あり 

・☎ 04-2959-5005 

・営業時間：11:00～15:00  

17:00～22:00 ㊡ 年末年始 

 イタリアンレストラン ラ・ティアーモ 
クリスピーなピザ生地にたっぷりのチーズが美
味しさをひきたさせる 
店のこだわりは、季節に合わせ
て配合を変えるピザ生地、細め
のパスタはイタリアから輸入。
内装や BGM にもこだわり、落
ちついた雰囲気で食事が楽しめ
る。シェフが心を込めて作るパ
スタやピザはこくがあり味わい
深い。他に「鶏肉のマスタードソ
ース」「牛肉のステーキ」がある。 

・住所：狭山市入間川 2-4-2 ハイム 

ユーゲントビル 1F 徒歩 5 分 

・☎ 04-2955-6228 

・営業時間：11:30～14:00(日12:00～) 

18:00～21:00 ㊡ 月曜日 

 手打ち蕎麦・饂飩 もとき 
住宅街にある、この道 50 年の女性が打つ本格
的な手打ち蕎麦屋さん 
蕎麦粉は常陸秋そばを石臼挽き
とこだわっている。蕎麦はやや
太めの二八蕎麦、十割蕎麦と変
わり蕎麦。饂飩はコシが強くの
ど越しが爽やかである。人との
出会いを大切にアットホームな
憩いの場になっている楽しいお
蕎麦屋さんである。予約で季節
ごとの蕎麦懐石が食べられる。 

・住所：狭山市入間川 1-7-25 

・☎ 04-2952-2741 

・営業時間：(金)(土)11:00～16:00 

      日曜日予約営業 

 

・住所：狭山市富士見 1-1-5-102 

・☎ 04-2958-6722 

・営業時間：11:00～20:00 ㊡ 火曜日 

「ちょっと良い時間」をコンセ
プトにハートや蝶のモチーフな
ど箱を開けた瞬間に心が浮き立
つような20種類以上のスタイ
リッシュなケーキをラインナッ
プ。ベルギー産やフランス産の
チョコレートを使用するなど材
料にこだわっている。マカロン、
クッキーなど焼き菓子もおすす
めです。 

Patissier HAL YOKOYAMA 
味はもちろんのこと目でも楽しめるスタイリッ

シュでおしゃれなケーキ 

簡単おつまみレシピ  里芋の変わり揚げ     
 
（材料 4 人前） 

１．里芋中位 ５～６個 

２．小麦粉、片栗粉適量 1:1（片栗粉で可） 

３．花山椒の粉適量（カレー粉でもよい） 

４．塩適量 

（作り方） 

１．里芋の皮を剥いて一口大に切る。 

２．たっぷりのお湯で柔らかくなるまで煮る。 

３．里芋をザルにあげ、水を切る 

４．ポリ袋に小麦粉、片栗粉、花山椒粉、 

塩を入れて混ぜ、里芋を入れて粉を絡ませる。 

５．余分な粉を振るって 180 度の油で揚げる。 

注意：営業時間、定休日は2018年2月末日現在です。 
 

 持ち帰り専門麺工房 横田畳店 
蕎麦打ち 20 年の畳職人が打つ蕎麦は、材料、蕎麦打ち、販
売（夏場〆用氷進呈）、蕎麦のラッピングなど全工程にこだ
わっている。蕎麦粉は北海道幌加内契約農家産、蕎麦打ち技
術は日々精進。萬麺処を目指しうどんの他に、手打ラーメン
も販売している。また、木曜手打ち蕎麦の会を主宰している。 

住所：狭山市富士見 1-7-4 

☎ 04-2959-3421 

営業時間：9:00～18:00 ㊡ 日曜日、月曜日 
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ｍ)

、
面
積
は
約
３
ヘ
ク
タ
ー
ル
が
与
え
ら
れ
農

地
と
肥
料
用
に
植
林
し
て
林
を
作
っ
た
。
そ
の

後
、
現
在
に
至
る
ま
で
脈
々
と
農
業
経
営
が
受

け
継
が
れ
て
い
る
。 

 ●
狭
山
野
菜
の
魅
力
は
里
芋
、
葉
物

野
菜
な
ど
多
種
多
様 

狭
山
野
菜
の
中
で
里
芋
の
ブ
ラ
ン
ド
力
は
全

国
レ
ベ
ル
。
埼
玉
県
の
出
荷
量
は
全
国
で
２
番

目
だ
が
、
出
荷
金
額
で
は
全
国
一
。
品
質
の
高
さ

か
ら
料
理
屋
さ
ん
で
多
く
使
わ
れ
て
い
る
。 

そ
の
他
野
菜
生
産
量
は
、
小
松
菜
１
位
、
ネ
ギ

２
位
、
ほ
う
れ
ん
草
２
位
、
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
２
位

な
ど
数
多
く
の
野
菜
が
生
産
さ
れ
て
い
る
。(

下

表
２
参
照) 

 ●
こ
れ
か
ら
の
農
業 

農
家
に
と
っ
て
、
大
切
な
こ
と
は
利
益
を
あ

げ
る
こ
と
で
、
農
地
は
土
地
で
な
く
工
場
、
職
場

で
あ
り
雇
用
の
場
所
で
あ
る
。
機
械
化
を
図
り
、

省
力
化
を
図
り
、
農
家
は
農
業
生
産
の
み
に
力

を
注
ぐ
。
耕
作
放
棄
地
、
後
継
者
が
い
な
く
て
農

業
が
続
け
ら
れ
な
い
農
地
な
ど
を
集
約
し
て
規

模
の
拡
大
と
、
施
設
園
芸
の
拡
充
を
図
る
。
１０

年
後
、
２０
年
後
を
見
据
え
て
農
業
経
営
を
し
て

い
く
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。 

豊
か
な
野
菜
王
国
狭
山 

Ｊ
Ａ
い
る
ま
野
広
報
に
聞
く 

狭
山
の
野
菜
の
魅
力 

里芋畑、夏場の水やり。夏の風物詩といったところ 水菜のハウス栽培。平成元年に潅水設備が構築されて、施設
園芸が可能となりハウス栽培が普及 

種別 順位

小松菜 1位

ネギ 2位

ブロッコリー 2位

ほうれん草 2位

カブ 2位

里芋 2位

カリフラワー 3位

きゅうり 4位

水菜 4位

枝豆 5位

2015年埼玉県順位

表２ 農林水産省統計 表１ 農林水産省統計 

●
埼
玉
県
は
日
本
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の

野
菜
生
産
県 

埼
玉
県
は
野
菜
の
出
荷
額
で
は
全
国
で
７
番

目(

下
表
１
参
照)

、
関
東
地
方
で
茨
城
県
、
千
葉

県
、
群
馬
県
に
次
い
で
４
番
目
で
あ
る
。 

野
菜
の
取
り
扱
い
は
Ｊ
Ａ
が
主
体
で
、
Ｊ
Ａ

は
全
国
に
６
５
２
団
体
、
県
内
に
１６
団
体
あ

る
。
狭
山
市
が
属
し
て
い
る
Ｊ
Ａ
い
る
ま
野(

１０

市
３
町)

の
農
畜
産
物
出
荷
額
は
県
内
で
は
ト

ッ
プ
の
規
模
で
あ
る
。
狭
山
市
は
Ｊ
Ａ
い
る
ま

野
の
中
で
川
越
市
に
次
い
で
２
番
目
の
出
荷

額
、
県
内
で
有
数
の
野
菜
生
産
地
で
あ
る
。 

 ●
狭
山
の
農
業
起
源
は
江
戸
時
代

の
原
野
の
開
拓 

農
業
の
中
心
は
三
富
地
域
、
埼
玉
県
西
部
に

ひ
ろ
が
る
川
越
市
、
狭
山
市
、
所
沢
市
、
ふ
じ
み

野
市
、
三
芳
町
の
５
市
町
に
ま
た
が
る
。
首
都
圏

３０
㎞
に
あ
り
な
が
ら
、
江
戸
時
代
に
開
拓
さ
れ

た
「
三
富
新
田
」
を
中
心
と
し
た
農
地
、
平
地
林

の
お
り
な
す
武
蔵
野
の
景
観
が
広
が
っ
て
い

る
。 狭

山
の
主
な
野
菜
生
産
地
区
は
堀
兼
、
中
新

田
。
慶
安
３
年(

１
６
５
０
年)

か
ら
近
隣
の
次

男
・
三
男
が
入
植
し
原
野
を
開
墾
、
間
口
約
２０

間(

約
３６
ｍ)

、
奥
行
き
約
４
６
０
間(

約
８
３
０
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狭
山
落
合
農
産
は
中
新
田
に
あ
り
、
江
戸
時

代
後
期
か
ら
続
く
老
舗
の
農
園
で
あ
る
。
従
業

員
は
２０
名(

社
員
４
名)

。
現
社
長
の
落
合
真
士

さ
ん
は
１３
代
目
で
狭
山
若
手
農
園
家
の
中
心

的
存
在
。
各
方
面
で
活
躍
さ
れ
て
い
る
。 

農
園
の
面
積
は
自
社
と
借
り
て
い
る
畑
を
合

わ
せ
て
東
京
ド
ー
ム
よ
り
広
い
約
５
ヘ
ク
タ
ー

ル
で
あ
る
。
ハ
ウ
ス
の
面
積
は
約
２
５
０
０
坪

(

３
棟)

で
狭
山
一
の
規
模
を
誇
る
。
作
付
け
は
、

水
菜
・
枝
豆
・
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
の
少
品
種
大
量
生

産
と
施
設
園
芸
で
の
野
菜
の
栽
培
で
あ
る
。 

水
菜
、
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
の
苗
は
ハ
ウ
ス
で
栽

培
さ
れ
、
水
菜
は
ハ
ウ
ス
に
定
植
、
ブ
ロ
ッ
コ
リ

ー
は
露
地
に
定
植
さ
れ
る
。
枝
豆
は
、
直
播
き
露

地
栽
培
さ
れ
て
い
る
。
ハ
ウ
ス
の
中
は
暖
房
器

に
よ
っ
て
温
度
管
理
さ
れ
て
お
り
、
水
菜
は
天

候
に
影
響
さ
れ
な
い
安
定
し
た
品
質
と
計
画
的

な
生
産
が
可
能
と
な
っ
て
い
る
。
他
に
直
接
販

売
用
の
野
菜
を
多
品
種
栽
培
し
て
い
る
。 

狭
山
落
合
農
産
の
こ
だ
わ
り
は
、
土
作
り
。
大

井
競
馬
場
か
ら
サ
ラ
ブ
レ
ッ
ド
の
馬
糞
を
購

入
。
そ
れ
を
主
に
し
た
堆
肥
を
混
ぜ
発
酵
さ
せ

た
土
を
畑
、
ハ
ウ
ス
に
使
っ
て
い
る
。
ま
た
、
農

薬
や
化
成
肥
料
を
最
小
限
に
し
た
環
境
に
や
さ

し
い
野
菜
作
り
に
こ
だ
わ
っ
て
い
る
。
水
菜
は

柔
ら
か
く
生
食
で
食
べ
ら
れ
る
、
枝
豆
、
ブ
ロ
ッ

コ
リ
ー
は
甘
く
て
美
味
し
い
と
評
判
で
あ
る
。

全
て
の
野
菜
は
農
園
入
り
口
の
無
人
販
売
所
で

買
う
こ
と
が
で
き
る
。 

今
後
は
規
模
の
拡
大
と
枝
豆
の
ハ
ウ
ス
栽
培

を
目
指
す
と
、
落
合
さ
ん
は
意
欲
的
で
あ
る
。 

鉄骨建てのハウスはまるで水菜栽培工場。通年水菜の収穫ができるよう計画栽培されている 

狭
山
落
合
農
産
を
訪
ね
て 

-
 

野
菜
工
場
の
よ
う
な
施
設
園
芸 - 

水菜の選別と流通に出すための袋詰め作業 

枝豆畑。約３ha の畑に植えら

れている。収穫は通常より早い
５月中旬から８月まで続く。甘
くて美味しいと評判の枝豆畑。

無人販売所で買える。 

落合真士さん（43 才）。合同会社狭
山落合農産代表社員。自社事業の他、
若手８名で立ち上げたアワ・ビレッ

ジ・サヤマで収穫体験や狭山野菜の
普及活動などをしている。里芋コロ
ッケプロジェクトの一員。 

無人販売所。旬の新鮮野菜がお手頃価格
で買える 

合資会社狭山落合農産 
埼玉県狭山市大字中新田

1103 

21 



  

Our village sayama の活動 

2016 年 

10 月 さといも収穫体験会 

12 月 ニンジン畑でカレーパーティー 

2017 年 

2 月 真冬の野菜狩り 

4 月 今日から始めるおいも物語 

5 月  どろんこ田植え体験 

7 月 夏の畑で収穫祭 

9 月 秋の稲刈り大作戦 

11 月 おいも物語秋の収穫編 

12 月 大地の恵みニンジン収穫体験会 

江
戸
時
代
か
ら
の
農
地
と 

触
れ
合
う 

 

予約・問い合わせ アワ・ビレッジ事務局 

Phone.090－4095-0831 

イベント詳細 QR コードからホームページ 

アクセスは LINE・アワビ 

 

 

 

 

ア
ワ
・
ビ
レ
ッ
ジ
・
サ
ヤ
マ
は
、
狭
山
市
の
若
手
農
業

家
が
、
農
村
と
街
、
消
費
者
と
生
産
者
を
繋
ぐ
活
動
を
す

る
た
め
に
平
成
２８
年
１０
月
に
発
足
し
ま
し
た
。
イ
ベ
ン

ト
を
通
し
て
、
狭
山
の
農
業
を
、
狭
山
野
菜
の
美
味
し
さ

を
知
っ
て
も
ら
う
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。
そ
の
た

め
親
子
野
菜
収
穫
体
験
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
米
作
り

の
イ
ベ
ン
ト
で
は
、
田
植
え
、
稲
刈
り
、
稲
束
作
り
、
ハ

ザ
か
け
と
昔
な
が
ら
の
農
法
を
親
子
で
体
験
し
て
も
ら

い
ま
し
た
。 

平
成
２９
年
１２
月
、
親
子
ニ
ン
ジ
ン
収
穫
体
験
会
に
１５

組
の
親
子
が
参
加
。
ト
ラ
ッ
ク
の
荷
台
に
乗
っ
て
ニ
ン
ジ

ン
畑
へ
。
広
い
畑
の
中
の
一
列
の
ニ
ン
ジ
ン
を
引
き
抜
き

ま
す
。
「
パ
パ
、
マ
マ
、
大
き
い
ニ
ン
ジ
ン
抜
い
た
よ
」

と
子
供
た
ち
の
歓
声
が
あ
が
り
ま
す
。
昼
食
は
採
れ
た
て

の
ニ
ン
ジ
ン
や
里
芋
な
ど
の
ク
リ
ー
ム
シ
チ
ュ
ー
、
ニ
ン

ジ
ン
葉
の
天
ぷ
ら
、
ニ
ン
ジ
ン
葉
の
お
茶
な
ど
。
お
か
わ

り
す
る
子
、「
美
味
し
い
」
と
喜
ぶ
子
供
た
ち
。「
こ
の
子

は
ニ
ン
ジ
ン
が
嫌
い
だ
っ
た
ん
で
す
よ
」
と
嬉
し
そ
う
に

話
す
お
母
さ
ん
。
中
で
も
採
れ
た
て
の
ニ
ン
ジ
ン
ジ
ュ
ー

ス
は
甘
く
て
絶
品
で
し
た
。
子
供
た
ち
の
ト
ラ
ク
タ
ー
試

乗
会
も
あ
り
、
お
土
産
は
大
き
な
袋
に
一
杯
に
詰
め
た
ニ

ン
ジ
ン
。
楽
し
い
体
験
会
で
し
た
。 

ニ
ン
ジ
ン
畑
は
渡
邊
大
地
さ
ん
の
農
園
で
す
。
渡
邊
さ

ん
は
、
１８
代
続
い
て
い
る
農
園
を
引
き
継
ぐ
た
め
に
、

幼
稚
園
を
退
職
し
ま
し
た
。
「
農
業
を
子
供
た
ち
の
憧
れ

の
職
業
に
し
た
い
。
そ
の
た
め
に
も
、
こ
の
活
動
を
続
け

た
い
」
と
語
る
渡
邊
さ
ん
。
こ
れ
は
、
メ
ン
バ
ー
全
員
の

思
い
で
も
あ
り
ま
す
。 

あ
な
た
も
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
し
て
狭
山
の
農
業
を
盛

り
上
げ
ま
せ
ん
か
。 

Our Village sayama ニンジン収穫体験

会 

トラクターに乗って嬉しそう！ 砂糖なしでも甘い 

ニンジンジュース 

シチュー早く食べたい 大きなニンジンとれた！ 

後列左から、渡邊さん、諸口さん、白倉さん、安藤さん 

前列左から、市川さん、塩崎さん、落合さん、石戸さん 
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狭
山
市
内
に
は
、
農
家
の
担
い
手
が
い
な
い

耕
作
放
棄
地
を
家
庭
菜
園
用
に
貸
出
し
て
い
る

農
地
が
多
数
あ
る
。
①
菜
園
ク
ラ
ブ
で
借
り
て
、

会
員
で
野
菜
作
り
を
す
る
。②
菜
園
ク
ラ
ブ
に
貸

出
し
、菜
園
ク
ラ
ブ
が
区
画
割
り
を
し
て
会
員
に

貸
出
す
。③
地
主
が
区
画
割
し
て
直
接
個
人
に
貸

出
す
。 

野
菜
作
り
を
通
し
て
仲
間
を
作
り
た
い
方
は

①
、
②
を
、
個
人
で
野
菜
作
り
を
楽
し
み
た
い
方

は
③
が
お
す
す
め
で
す
。 

 

●
狭
山
元
気
フ
ァ
ー
ム
を
訪
ね
て 

狭
山
元
気
フ
ァ
ー
ム
・
堀
兼
実
験
農
園
は
狭

山
市
民
大
学
畑
コ
ー
ス
の
修
了
生
が
作
っ
た
菜

園
ク
ラ
ブ
で
あ
る
。
会
員
数
は
１８
名
、
農
地
面

積
は
６
０
０
坪
、
１
年
を
通
し
て
約
３０
種
類
の

野
菜
を
会
員
で
作
っ
て
い
る
。
で
き
た
野
菜
は

基
本
的
に
は
会
員
が
持
ち
帰
る
。 

活
動
目
的
は
、
会
員
相
互
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
図
り
、
楽
し
く
野
菜
作
り
を
学
び
、
野

菜
作
り
の
セ
ミ
プ
ロ
と
し
て
、
地
域
に
貢
献
す

る
こ
と
で
あ
る
。 

活
動
状
況
は
、
●
障
害
者
福
祉
支
援(

野
菜
作

り)

●
子
供
の
学
習
支
援(

種
ま
き
収
穫
体
験
会)

●
元
気
プ
ラ
ザ
で
販
売
●
市
民
大
学
学
園
祭
参

加
●
狭
山
市
農
業
祭
に
参
加ﾞ

●
大
成
病
院
尚

寿
市
に
参
加
●
市
民
農
園
の
管
理
な
ど
。
月
１

る
野
菜
の
種
類
も
増
え
、
野
菜
作
り
の
実
力
は

農
家
さ
ん
並
み
。「
畑
が
家
に
近
い
の
が
良
い
で

す
ね
。
散
歩
帰
り
に
畑
に
寄
る
の
が
楽
し
み
で

す
」
と
語
る
星
さ
ん
。 

 

●
農
薬
を
抑
え
た
家
庭
菜
園 

自
宅
か
ら
徒
歩
１０
分
位
の
場
所
に
あ
る
筒

井
忠
昭
さ
ん
の
家
庭
菜
園
は
面
積
５０
坪
。
個
人

の
地
主
さ
ん
か
ら
年
間
１
万
円
で
借
り
て
い

る
。
こ
の
場
所
の
周
り
は
茶
畑
で
、
こ
の
農
園
も

元
茶
畑
で
あ
っ
た
が
、
後
継
者
が
い
な
く
て
貸

農
園
に
転
用
、
約
２０
人
に
貸
出
し
て
い
る
。 

玉
ネ
ギ
や
、
キ
ャ
ベ
ツ
、
ジ
ャ
ガ
イ
モ
、
ほ
う

れ
ん
草
な
ど
た
く
さ
ん
の
野
菜
を
作
っ
て
い

る
。
こ
だ
わ
り
は
、
農
薬
を
最
小
限
に
抑
え
て
、

堆
肥
を
使
っ
た
土
作
り
。
余
っ
た
野
菜
は
、
近
所

の
知
り
合
い
に
あ
げ
る
他
、
月
１
回
町
内
会
館

で
販
売
し
て
い
る
。
趣
味
と
い
い
な
が
ら
、
大
き

さ
、
形
状
は
、
ス
ー
パ
ー
で
売
っ
て
い
る
野
菜
と

変
わ
ら
な
い
、
美
味
し
い
野
菜
で
あ
る
。 

回
の
定
例
会
と
適
時
堀
兼
の
農
場
で
、
元
埼
玉

県
農
業
試
験
場
園
芸
部
長
が
、
野
菜
作
り
の
基

本
を
教
え
て
く
れ
る
。 

現
在
、
新
規
会
員
を
募
集
し
て
い
る
。
野
菜
作

り
に
興
味
の
あ
る
方
、
野
菜
作
り
を
学
び
た
い

方
、
大
歓
迎
。 

 

連
絡
先 

 
狭
山
元
気
フ
ァ
ー
ム 

金
山
清
志 

電
話
０
８
０
・
２
３
４
４
・
１
５
９
１ 

●
散
歩
帰
り
の
家
庭
菜
園 

自
宅
か
ら
数
分
の
場
所
に
あ
る
星
富
士
夫
さ

ん
の
家
庭
菜
園
は
面
積
１０
坪
。
個
人
の
地
主
さ

ん
か
ら
、
年
間
１
万
２
千
円
で
借
り
て
い
る
。 

作
る
野
菜
の
種
類
は
大
根
、
玉
ネ
ギ
、
里
芋
な

ど
多
数
。
こ
だ
わ
り
は
、
農
薬
を
使
わ
な
い
こ

と
。
自
宅
で
食
べ
る
野
菜
は
、
ほ
ぼ
家
庭
菜
園
で

ま
か
な
え
る
。 

定
年
後
に
始
め
た
家
庭
菜
園
も
５
年
目
。
作

作
る
楽
し
み
収
穫
す
る
喜
び
家
庭
菜
園 

障害者の野菜作り体験会。楽しそうにジャガイモ
の収穫。収穫した野菜は持ち帰った 

畑に植えたままにしたキャベツ、

甘みが増し、２月頃まで収穫が 
できる 

掘り出した里芋。できが良いと 
満足気な星さん 

収穫前のブロッコリー。できが良いと 

ご満悦の筒井さん。千葉にも 100 坪の 
畑を借りてジャガイモを栽培している 

元園芸部長による会員への 

野菜作り指導 
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狭山の音楽家 
 

バイオリニスト 水山裕夫さん 

アマデス室内管弦楽団コンサートマスター 

アマデス室内管弦楽団」は、指揮者なしでモーツァルトの交

響曲全曲演奏を目指して2004年に発足したアマチュアオー

ケストラです。モーツァルト死後に発見された若年期の交響曲

も演奏しており、さらには偽作として考えられている交響曲だ

けを取り上げた演奏会も開催しています。 

1ヶ月に1～2回、中央公民館や新狭山公民館などで練習し 

ています。所沢市民文化センタ

ーミューズで年1、2回定期演奏

会を行っています。アマチュア

の集まりですが、入団前に何か

しら音楽に関わりのあった人が

多くプロ顔負けのアマデス室内

管弦楽団です。 

東京都出身。武蔵野音楽大学でバイオリンを専攻し、卒業

後東京都交響楽団に入団。プロ奏者として活躍する一方、

狭山転居後は、仕事のあとに狭山室内アンサンブルのコン

サートマスターとして団員を率いてきた。狭山室内アンサ

ンブルでは、ビバルディ「四季」を始めとするバロック時代

の協奏曲のソリストとして共演し、好評を博している。定

年を迎えてからは、アマチュアで音楽を演奏するという夢

が叶った。 

※ 写真は所沢市民文化センターミューズと新狭山公民館でインタビューの後の練習風景 

「アマデス室内管弦楽」は、元東京都交響楽団団員の水山さんが、楽団の指導と楽団のコンサートマスターを務め、水

山さんを中心に団員相互のアンサンブルを通して音楽性を高めて演奏活動を行っています。『アマデス』という楽団名の

由来は「アマチュアです」という意味です。 

狭山市・川越市・所沢市を拠点に活動しており、日本では演奏される機会の少ない「バイオリンとピアノの為の協奏

曲」のソリストとしても共演している。「小江戸川越第九の会」では、2011年の第1回演奏会からコンサートマスター

を務めていました。 

「小江戸川越第九の会」の出演者は、合唱もオーケストラも毎年公募して新しい仲間が集まって練習し、毎年12月に

ウエスタ川越大ホールでベートーヴェン交響曲第九番演奏会を行っている。水山さんのバイオリンの弾き振りによるモ

ーツァルト交響曲全曲演奏会も、シリーズ17・シリーズ18の残り2回で最後を迎えますが、すでに次に向けて新たな演

奏会の夢が膨らんでいます。 
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「記憶」２００２年 

稲荷山公園のハウス 

「運河燦燦１」２０１２年 

純展 文部科学大臣賞受賞 

 

「奔流１（入間川）」２００５年 

 

「パリの朝」１９９７年 

純展 東京都知事賞受賞 

「ブーゲンビリア」２０１５年 

姉妹都市ワージントンの交流展
に展示 
 

「夕映えの係舟」２０１７年 

日本水彩展 会友奨励賞受賞 

東京都出身。1976年から狭山市中央在住。千葉大学工学部

工業意匠学科卒業後、ＮＥＣに在職。定年まで前半を工業デ

ザイナー、後半を広報宣伝スタッフとして勤務。狭山市美術

家協会会員、美術協会純展理事、公益社団法人日本水彩画会

会員、日本美術家連盟会員。 

水野さんが描いた運河の船の絵はたくさんありますが、それぞれが個性豊かで、周りの風景と混然一体となって、あ

る種の郷愁を誘います。ＮＥＣを定年退職後、念願かなって本格的に絵を描くようになりました。そんな中、地元の画

家として、1994 年第１２回狭山市勤労者文化展で狭山市長賞を受賞しました。その後も数々の賞を受賞しました。水

野さんの絵は風景画・静物画・人物画・抽象画と幅広いジャンルに渡り、入間川をはじめ、稲荷山公園に昔あった米軍

のハウスなど、地元をモチーフにした絵を数多く描いています。 

2000 年からは市内に「アトリエミズノ水彩画教室」を開き、多くの生徒さんたちに絵画指導をしています。 

狭山の画家 
 

風景画家 水野晃一さん 
光と影が絵のテーマ 
右の作品のように、横浜の子安運河を多く描いていま

す。落ち行く夕日の運河に浮かぶ、使い古された数々の

船たち……。それが、今私の興味を引く最高のモチーフ

です。 

人々から見過ごされながらも、ひっそり存在している

ような場所がモチーフとなっています。子安運河の風景

を多数描き続けているのもその理由です。古くなった建

物や、かつては元気に活躍していた船たちが、人々から

忘れ去られたように見えながらも静かに存在している。

そういう場所を発見する喜びがあります。夕日が沈む

時、運河に浮かぶ年季の入った船に、いとおしささえ感

じます。 
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狭
山
を
こ
よ
な
く
愛
し
た
人  

略 歴 

1930年２月  

神奈川県生まれ 

1952年３月  

清泉女学院高校卒 

1956年３月  

東洋大学文学部英文科卒 

1976年８月  

東京から狭山に移転 

1977年10月 

｢狭山雑記｣を書き始める 

1992年４月  

膠原病にて死去(６２歳) 

 

昭
和
５０
年
代
の
高
度
経
済
成
長
期
に
は
、
文

化
人
の
狭
山
市
へ
の
転
入
が
相
次
い
だ
。
水
穂

さ
ん
も
そ
の
一
人
で
、
５１
年
８
月
に
東
京
の
練

馬
区
上
石
神
井
か
ら
狭
山
市
富
士
見
に
転
入
さ

れ
た
。
し
か
し
、
こ
の
頃
か
ら
膠
原
病
な
ど
次
々

と
病
魔
に
侵
さ
れ
、
長
い
闘
病
生
活
を
送
っ
た
。

そ
の
間
、
短
歌
の
ほ
か
、
数
多
い
エ
ッ
セ
イ
や
小

論
文
を
書
い
て
い
る
が
、
生
前
に
水
穂
さ
ん
自

身
が
著
さ
れ
た
書
籍
は
な
い
。 

「
狭
山
雑
記
」
は
水
穂
さ
ん
自
身
が
出
版
し

た
も
の
で
な
く
、
死
後
に
夫
の
山
下
袈
裟
男
さ

ん
（
当
時
東
洋
大
学
社
会
科
教
授
）
が
、
生
前
水

穂
さ
ん
が
書
き
遺
し
た
数
多
い
エ
ッ
セ
イ
や
短

歌
を
纏
め
て
刊
行
し
た
も
の
で
、
内
容
は
第
一

部
「
狭
山
雑
記
」、
第
二
部
「
食
添
の
会
活
動
記

録
」、
第
三
部
「
折
々
の
記
」
の
三
項
に
分
か
れ

て
お
り
、
歌
集
は
第
三
部
の
「
折
々
の
記
」
か
ら

抜
粋
し
た
も
の
。 

病
苦
の
中
、
水
穂
さ
ん
の
狭
山
や
我
が
子
に

寄
せ
る
想
い
が
切
々
と
胸
を
打
つ
。 

● 

狭
山
へ
の
愛 

● 
 

草
も
木
も
ね
む
り
て
あ
ら
ん
わ
れ
愛
す 

狭
山
の
夜
の
そ
の
静
け
さ
を 

 

は
る
ば
る
と
移
り
す
み
き
て
い
つ
く
し
む 

狭
山
の
日
々
を
狭
山
の
夜
を 

 

折
々
の
心
を
託
す
歌
あ
り
て 

い
の
ち
よ
う
や
く
い
と
お
し
む
日
々 

 

茶
づ
く
り
を
こ
よ
な
く
愛
す
人
お
り
て 

茶
の
よ
ろ
こ
び
を
わ
れ
も
し
り
に
き 

● 

吾
子
と
の
惜
別 

● 
 

深
ぶ
か
と
一
礼
を
し
て
吾
子
去
り
ぬ 

冬
休
み
ま
で
あ
と
四
ヶ
月 

 

深
々
と
礼
し
て
吾
子
は
角
に
消
ゆ 

休
み
の
日
々
の
余
韻
の
こ
し
て 

 

深
々
と
頭
を
下
げ
て
角
に
消
え
し 

吾
子
の
余
韻
よ
秋
は
か
な
し
き 

 

ふ
り
む
き
て
深
く
礼
し
て
吾
子
去
り
ぬ 

し
ば
し
の
別
れ
今
日
の
哀
し
み 

 
 

吹
き
よ
せ
の
き
ん
ぎ
ょ
く
の
ご
と
さ
ざ
ん
か
の 

く
れ
な
い
落
ち
て
凍
り
た
る
池 

 

ま
ど
ろ
め
ば
ゆ
う
べ
い
つ
し
か
空
は
れ
て 

小
笹
の
雪
の
お
ち
る
音
す
る 

  

こ
の
足
の
い
つ
か
治
り
て
下
駄
は
き
て 

足
早
に
道
歩
む
日
来
ず
や 

 

初
雪
に
い
け
は
か
く
れ
て
き
ん
ぎ
ょ
ら
は 

お
よ
ぎ
て
い
る
や
こ
ご
え
て
い
る
や 

● 

身
辺
雑
記 

● 

狭山の歌人 
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（花
形 

直
平
） 

特
選 

佳
作(

狭
山
市
分
抜
粋) 

 盆
踊
り 

お
ど
る
ゆ
か
た
と 

う
た
う
ゲ
タ 

奥
富
小
学
校
・新
い
ふ
あ 

 

冬
の
朝 

富
士
山
な
が
め 

マ
ラ
ソ
ン
だ 

奥
富
小
学
校
・斎
藤
諒 

 

七
夕
の 

た
ん
ざ
く 

夢
で
い
っぱ
い
だ 

新
狭
山
小
学
校
・山
田
優
希 

 

梅
雨
が
明
け 

て
る
て
る
ぼ
う
ず
も 

夏
休
み 

狭
山
台
小
学
校
・前
川
瑚
心 

 
 赤

と
ん
ぼ 

秋
を
し
ら
せ
る 

郵
便
屋 

入
間
川
小
学
校
・佐
藤
大
武 

 

ヘ
チ
マ
植
え 

顔
よ
り
ビ
ッ
グ 

ビ
ッ
ク
リ
だ 

広
瀬
小
学
校
・新
井
菜
緒 

 

甲
子
園 

テ
レ
ビ
見
な
が
ら 

あ
せ
を
か
く 

堀
兼
小
学
校
・松
本
悠
良 

 

か
き
ご
お
り 

食
べ
て
お
腹
が 

れ
い
ぞ
う
こ 

山
王
小
学
校
・し
み
ず
え
い
ど 

 

宿
題
も 

ア
イ
ス
み
た
い
に 

と
け
た
ら
な 

山
王
小
学
校
・佐
渡
山
樹 

「
童
句
」
は
、
狭
山
市
中
央
に
在
住
し
た
児
童
文
学
者
の
土
家
由
岐
雄
さ
ん
が
創
始
し
た
、
狭
山
市
発
祥
の
有
季
定

型
（
五
・
七
・
五
）
の
俳
句
で
す
。
平
成
11
年
に
土
家
さ
ん
逝
去
後
は
、
狭
山
台
公
民
館
を
拠
点
に
「
狭
山
童
句
研
究

会
」（
渡
川
誠
会
長
）
や
「
童
句
振
興
協
会
」（
故
・
広
沢
一
岐
会
長
）
が
童
句
の
振
興
に
努
力
し
て
、
今
で
は
全
国
的

な
広
が
り
を
み
せ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
狭
山
市
立
博
物
館
で
は
平
成
28
年
に
続
き
昨
年
１０
月
初
め
に
も
「
童
句
」
を

全
国
か
ら
募
る｢

第
二
回
・
童
句
コ
ン
ク
ー
ル｣
を
実
施
し
ま
し
た
。
一
昨
年
の
倍
近
い
３
０
２
４
句
が
集
ま
り
ま
し
た
。

コ
ン
ク
ー
ル
に
は｢

子
供
の
部｣

と｢

一
般
の
部｣
が
あ
り
、｢

子
供
の
部｣

で
は
次
の
特
選
と
佳
作
が
選
ば
れ
ま
し
た
。 

狭山の童句 
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近
頃
、
狭
山
の
お
茶
屋
さ
ん
で
チ
ョ
コ
レ
ー
ト

を
見
か
け
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
銀
紙
に
く
る

ん
だ
一
口
サ
イ
ズ
の
四
角
い
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
が
、

透
明
な
セ
ロ
ハ
ン
紙
の
袋
に
包
ま
れ
た
、
ち
ょ
っ

と
心
を
魅
惑
す
る
包
装
で
す
。 

そ
の
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
は
、
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
に
狭

山
茶
を
練
り
込
ん
で
周
り
に
煎
茶
粉
を
ま
ぶ
し

た
「
狭
山
煎
茶
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
」
と
狭
山
茶
葉
で

作
っ
た
紅
茶
の
香
り
が
ほ
の
か
に
香
る
「
狭
山
紅

茶
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
」
で
す
。 

そ
の
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
を
製
造
し
て
い
る
芥
川

製
菓
は
、
明
治
１９
年
（
１
８
８
６
）
東
京
神
田
で

製
菓
業
を
創
始
し
ま
し
た
。
明
治
２９
年
（
１
８
９

６
）
に
は
日
本
で
初
め
て
「
ド
ロ
ッ
プ
」
を
製
造
。

ま
た
、
大
正
２
年
（
１
９
１
３
）
に
は
シ
ガ
レ
ッ

ト
キ
ャ
ラ
メ
ル
を
製
造
し
ま
し
た
。
私
た
ち
の
子

供
の
頃
、
口
に
く
わ
え
て
大
人
の
ま
ね
を
し
て
遊

ん
だ
記
憶
が
あ
り
ま
す
。
シ
ガ
レ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
メ

ル
は
、
昭
和
に
な
っ
て
も
製
造
さ
れ
続
け
た
ロ
ン

グ
セ
ラ
ー
商
品
で
し
た
。 

芥
川
製
菓
は
大
正
３
年
（
１
９
１
４
）
に
日
本

の
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
史
の
幕
開
け
と
ほ
ぼ
同
時
に
、 

チ
ョ
コ
レ
ー
ト
専
業
メ
ー
カ
ー
と
し
て
チ
ョ

コ
レ
ー
ト
の
製
造
を
始
め
ま
し
た
。
大
正
１２
年

（
１
９
２
３
）
に
関
東
大
震
災
に
、
ま
た
昭
和
２０

年
（
１
９
４
５
）
に
は
戦
火
に
遭
い
、
二
度
の
大

き
な
災
害
を
受
け
ま
し
た
。
し
か
し
戦
後
の
物
資

の
な
い
環
境
で
、
グ
ル
コ
ー
ス
に
よ
る
代
用
チ
ョ

コ
レ
ー
ト
を
創
案
し
、
製
造
を
再
開
し
た
と
い
う

不
屈
の
精
神
を
持
ち
合
わ
せ
た
会
社
で
す
。 

そ
の
後
、
平
成
２１
年
（
２
０
０
９
）
に
狭
山
工

場
を
開
設
。
現
在
、
芥
川
製
菓
と
狭
山
茶
業
協
会

が
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
し
た
「
狭
山
煎
茶
チ
ョ
コ

レ
ー
ト
」「
狭
山
紅
茶
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
」
が
狭
山
工

場
で
作
ら
れ
て
い
ま
す
。
狭
山
の
銘
菓
に
な
れ
ば

作られています！ 
 

明治初期ごろの運搬用菓子箱 

当時、菓子は流通システムがないため、

店頭小売りの他はこのように菓子箱を

担いで行商に出かけた。滋賀県甲賀郡

三本柳の中西麗泉堂で使用されていた

漆塗り木箱。 

良
い
で
す
ね
。 

＝ 

知
恵
袋 

＝ 

カ
カ
オ
の
産
地
は
西
ア
フ

リ
カ
・
東
南
ア
ジ
ア
・
中
南

米
な
ど
で
、
赤
道
に
近
い
高

温
多
湿
な
国
々
で
栽
培
さ
れ

て
い
ま
す
。 

チ
ョ
コ
レ
ー
ト
は
カ
カ
オ

豆
の
中
の
種
子
を
焙
煎
し
磨

芥川製菓株式会社 

の ものづくり 

り
潰
し
て
作
り
ま
す
。
磨
り
潰
さ
れ
た
ド
ロ
ド
ロ

し
た
カ
カ
オ
マ
ス
に
砂
糖
・
コ
コ
ア
バ
タ
ー
・
ミ

ル
ク
な
ど
を
加
え
て
固
め
た
も
の
が
チ
ョ
コ
レ

ー
ト
な
り
ま
す
。 

チ
ョ
コ
レ
ー
ト
は
健
康
食
品
と
い
わ
れ
て
い

ま
す
。
テ
レ
ビ
番
組
で
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
に
含
ま
れ

て
い
る
「
カ
カ
オ
ポ
リ
フ
ェ
ノ
ー
ル
」
の
抗
酸
化

作
用
の
健
康
効
果
に
つ
い
て
紹
介
さ
れ
て
い
ま

す
。
適
切
な
摂
取
で
肥
満
防
止
・
血
圧
低
下
・
整

腸
作
用
等
々
に
効
果
が
あ
り
ま
す
。
は
る
か
昔
、

チ
ョ
コ
レ
ー
ト
は
薬
と
し
て
重
宝
さ
れ
て
い
ま

し
た
。 
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これ 狭山で 
 

株式会社アダムジャパン 

 
閑
静
な
下
広
瀬
に
建
つ
大
き
な
お
屋
敷
の
雰

囲
気
を
持
つ
工
場
で
は
、
ビ
リ
ヤ
ー
ド
キ
ュ
ー
を

作
っ
て
い
ま
す
が
、
特
に
キ
ャ
ロ
ム
キ
ュ
ー
は
業

界
ト
ッ
プ
の
シ
ェ
ア
を
誇
っ
て
い
ま
す
。
「
世
界

の
ビ
リ
ヤ
ー
ド
プ
レ
ー
ヤ
ー
に
愛
用
さ
れ
て
い

る
魔
法
の
キ
ュ
ー
ス
テ
ィ
ッ
ク
」
で
す
。 

株
式
会
社
ア
ダ
ム
ジ
ャ
パ
ン
の
前
身
は
、
１
９

７
０
年
ア
メ
リ
カ
人
の
「
デ
ヴ
ィ
ッ
ド
・
フ
ォ
ー

マ
ン
」
の
出
資
に
よ
る
「
有
限
会
社
ア
ダ
ム
カ
ス

タ
ム
キ
ュ
ー
ジ
ャ
パ
ン
」
と
し
て
誕
生
し
、
ア
メ

リ
カ
向
け
の
カ
ス
タ
ム
キ
ュ
ー
を
製
造
す
る
と

こ
ろ
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
１
９
８
６
年
に

「
有
限
会
社
ア
ダ
ム
」
に
社
名
を
変
更
し
ま
し

た
。
そ
の
後
１
９
９
９
年
に
新
た
に
「
株
式
会
社

ア
ダ
ム
ジ
ャ
パ
ン
」
を
設
立
し
、
同
年
、
本
社
を

狭
山
市
に
移
転
し
て
、
現
在
に
至
っ
て
い
ま
す
。 

事
業
内
容
は
、
ビ
リ
ヤ
ー
ド
キ
ュ
ー
ス
テ
ィ
ッ

ク
の
製
造
は
も
と
よ
り
、
ビ
リ
ヤ
ー
ド
用
品
、
木

製
玩
具
等
の
製
造
、
販
売
、
輸
出
入
を
行
っ
て
い

ま
す
。 

現
在
ビ
リ
ヤ
ー
ド
は
、
文
部
科
学
省
が
推
進
す

る
高
齢
社
会
に
適
応
す
る｢

生
涯
ス
ポ
ー
ツ
」
と

し
て
推
奨
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
今
後
は
「
競
技
ス

ポ
ー
ツ
」
と
し
て
広
く
普
及
し
て
い
く
こ
と
が
期

待
さ
れ
て
い
ま
す
。 

ま
た
、
ア
ダ
ム
ジ
ャ
パ
ン
で
は
、
所
属
す
る
優

秀
な
ビ
リ
ヤ
ー
ド
プ
レ
ー
ヤ
ー
が
ア
ジ
ア
大
会

で
金
メ
ダ
ル
を
受
賞
、
ジ
ャ
パ
ン
オ
ー
プ
ン
に
優

勝
す
る
等
、
ト
ッ
プ
プ
ロ
と
し
て
活
躍
し
て
い
ま

す
。 ビ

リ
ヤ
ー
ド
普
及
活
動
と
し
て
、
狭
山
元
気
プ

ラ
ザ
に
て
月
に
一
度
ビ
リ
ヤ
ー
ド
教
室
が
開
講

さ
れ
て
お
り
、
ア
ダ
ム
ジ
ャ
パ
ン
よ
り
指
導
者
が

来
校
し
て
指
導
に
当
た
っ
て
い
ま
す
。 

キ
ュ
ー
ス
テ
ィ
ッ
ク
製
法
は
「
寄
木
細
工
法
」

と
「
埋
め
込
み
法
」
が
用
い
ら
れ
て
い
ま
す
が
、

１
本
の
製
作
に
は
数
ヶ
月
か
か
り
、
注
文
を
受
け

て
か
ら
製
作
に
か
か
る
の
で
お
客
様
に
は
長
く

お
待
ち
い
た
だ
く
の
が
現
状
で
す
。 

ア
ダ
ム
ジ
ャ
パ
ン
で
は
製
品
を
長
く
愛
用
し

て
も
ら
え
る
よ
う
に
、
修
理
、
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
等

を
行
っ
て
い
ま
す
。 

＝ 

イ
ベ
ン
ト
情
報 

＝ 

狭
山
市
商
工
祭
、
灯
り
の
川
祭
り
（
１０
月
）、

体
育
の
日
の
ス
ポ
ー
ツ
祭
り
等
に
参
加
し
、
多
数

の
来
場
者
で
に
ぎ
わ
っ
て
い
ま
す
。 

ま
た
、
Ｆ
Ｃ
Ｃ
Ｊ
ビ
リ
ヤ
ー
ド
の
夕
べ
で
は
長

矢
プ
ロ
、
野
内
プ
ロ
の
２
名
で
ト
リ
ッ
ク
シ
ョ
ッ

ト
が
行
わ
れ
ま
す
。 

参
加 

お
待
ち
し
て
い
ま
す
！ 

世界に誇る狭山 
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ジョイント作り 

ハギの接着 

インレイオス型作成 

シャフト荒削り 



  

 

笑
っ
て
健
康 

施設が 

充実している 

緑が多い 

桜が美しい 

自然体の 

狭山市がすき 

友 

サークル 

のんびりとした 

雰囲気 空気 

 

 

狭山市の 

ここが好き 
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お
な
か
の
底
か
ら
笑
う
と
、
心
も
体
も

元
気
に
な
っ
た
気
が
し
ま
せ
ん
か
？ 

実
際
に
「
笑
い
」
が
心
や
体
に
良
い
と

い
う
事
は
医
学
的
に
も
実
証
さ
れ
つ
つ

あ
り
、
最
近
で
は
、
笑
い
を
取
り
入
れ
た

健
康
体
操
、
笑
い
ヨ
ガ
、
病
院
寄
席
、
ケ

ア
リ
ン
グ
ク
ラ
ウ
ン
活
動
な
ど
、
病
気
の

予
防
や
治
療
に
お
い
て
も
注
目
を
浴
び

て
い
ま
す
。 

ケ
ア
リ
ン
グ
ク
ラ
ウ
ン
活
動
と
は
、
入

院
患
者
や
そ
の
家
族
、
災
害
地
の
人
々

等
、
心
身
の
病
な
ど
の
苦
し
み
を
抱
え
て

い
る
人
達
の
と
こ
ろ
に
、
ク
ラ
ウ
ン
（
道

化
師
）
が
訪
問
し
、
笑
わ
せ
た
り
し
て
楽

し
い
時
間
を
過
ご
し
ま
す
。
そ
の
こ
と
に

よ
っ
て
幸
福
感
や
心
身
の
健
康
が
高
め

ら
れ
る
よ
う
に
な
る
の
で
す
。 

 

笑
い
が
も
た
ら
す
健
康
効
果 

 

笑
い
は
、
免
疫
力
、
新
陳
代
謝
が
高
ま

る
だ
け
で
は
な
く
、
他
に
も
体
に
さ
ま
ざ

ま
な
良
い
効
果
を
も
た
ら
す
こ
と
が
分

か
っ
て
い
ま
す
。 

①
脳
の
働
き
が
活
性
化
・
記
憶
力
ア
ッ
プ 

     

②
血
行
促
進 

③
自
律
神
経
の
バ
ラ
ン
ス
が
整
う 

④
筋
力
ア
ッ
プ 

⑤
幸
福
感
と
鎮
痛
作
用 

 

日
常
生
活
で
〝
笑
い
〟
の
元
を 

探
し
な
が
ら
、
プ
ラ
ス
思
考
に 

 
 

笑
え
る
毎
日
の
コ
ツ
は
、
日
ご
ろ
か
ら

自
分
で
お
も
し
ろ
い
話
を
考
え
て
周
囲

の
人
に
話
し
て
、
一
緒
に
楽
し
む
こ
と
。

そ
の
た
め
に
は
常
に
〝
笑
い
〟
の
ネ
タ

探
し
が
必
要
な
の
で
、
胸
の
内
の
不
安
や

心
配
ご
と
よ
り
、
外
の
世
界
へ
と
注
意
が

向
い
て
き
ま
す
。
や
が
て
人
を
笑
わ
せ
る

こ
と
に
、
快
感
ま
で
覚
え
る
よ
う
に
な
れ

ば
、
前
向
き
な
気
持
ち
、
喜
び
が
さ
ら
に

健
康
に
プ
ラ
ス
効
果
を
も
た
ら
し
ま
す
。 

 

 

今
回
は
、
狭
山
で
笑
い
を
提
供
し
て
い

る
「
お
笑
い
友
の
会
」
の
皆
さ
ん
を
取
材

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

色
々
な
狭
山
の
良
さ
を
感
じ
な
が
ら
、

実
体
験
を
通
し
て
得
た
効
果
を
発
揮
し

て
、
狭
山
を
笑
い
い
っ
ぱ
い
の
町
に
し
て

ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。 

 

＊＊＊ 狭山に笑いをとどける「お笑い友の会」の皆さん ＊＊＊ 

『お笑い友の会』 

腹話術・落語・大喜利など

狭山に笑いを提供中 

…………………………… 

★活動場所…中央公民館

★活動時間…毎月第 1，3

土曜日 13 時半～15 時 

空気が 

おいしい！ 



  

 

●笑いで健康を実感したことは？ 
・落語を覚え脳が活性化した 

・記憶力に自信が持てるようになった 

・体の力が抜けて リラックスできる 

・姿勢が良くなった 

・食欲がわいた 

・年齢を感じない 

・病院に行く回数が減った 

・世代の違う異性との出会いで世界が広がった 

・気分転換になる 

・サークルに通い時間を守り、規則正しい生活ができる 

●日々の生活の中で笑いがあふれるには 

どんなことが大切だと思いますか？ 
  

・安心感  ・ゆとりの生活  

・肩の力を抜く     

・散歩を楽しむ     

・早寝早起き／早起きは三文の徳 

・なるようになる！と楽観的に！ 

・日常的に笑顔でいると良いです。口角を引き上げて笑顔で

いれば、話しかけられやすくなり、会話も盛り上がります 

・たわいもないことで笑いあえる場づくり 

・相手が笑うと笑いが伝染する！笑いを広げていきたい 

・心配事がないこと 

・子育て中のパパ、ママ、一人暮らしのおじいちゃん、おば

あちゃん。年齢に関係なく困っている人の話を聞いてあげ

る。笑いがあるからつながれる。笑いが人と人をつなぐ 

 

●笑って幸せだな！と感じるのは 

どんなときですか？ 
 

・訪問先で、みなさんが笑ってくれたとき 

・来てよかったと充実感を感じた瞬間 

・笑いすぎて顔が痛くなったとき 

・家族団らんの時  ・友人との笑い 

・笑っていると幸せ＝幸せだと笑う 

・笑うから幸せだと感じる 

・ふれあいサロンで美味しいものを食べたとき 

笑いに関する 

格言・ことわざ辞典 
〇笑う門には福が来る 

〇来年のことを言えば鬼が笑う 

〇へそで茶を沸かす 

〇泣いて暮らすも一生、笑って暮らす

も一生 

〇目糞鼻糞を笑う 

〇破顔一笑 

〇幸福だから笑うのではない。笑うか

ら幸福なのだ（アラン） 

〇人間だけが、この世で苦しむため、

笑いを発明するほかなかったのだ

（ニーチェ） 

〇腹の底から笑ったことのない人間

は、度しがたい悪人に違いない（カ

ーライル） 

〇笑いは勝利の歌である（マルセル・

パニョル） 

野菜が 

うまい！ 

災害が 

少ない 
文化が 

豊富 

なんだろ 

な～？ 
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笑い ✕ 健康 
お笑い友の会の皆さんに、笑いの活動を通し

て感じていることをうかがいました。笑いか

らもたらされる健康の効果を実感されてい

る内容をお聞きすることが出来ました。 

 

https://ord.yahoo.co.jp/o/image/RV=1/RE=1516888677/RH=b3JkLnlhaG9vLmNvLmpw/RB=/RU=aHR0cDovL3B1YmxpY2RvbWFpbnEubmV0L2ltYWdlcy8yMDE3MDkvMjBzL3B1YmxpY2RvbWFpbnEtMDAxMzUyNHFlYy5qcGc-/RS=^ADB0qn4lhTBZwOnrWACjBOoHgepKbE-;_ylt=A2RCL5_kkGhaLiQAZSkdOfx7
https://ord.yahoo.co.jp/o/image/RV=1/RE=1517915458/RH=b3JkLnlhaG9vLmNvLmpw/RB=/RU=aHR0cDovL2ZyZWViaWVzLWRiLmNvbS93cC1jb250ZW50L3VwbG9hZHMvMjAxMy8wOS9mcmVlLWlsbHVzdHJhdGlvbi1hbmltYWwtZGFuY2UtY2F0LmpwZw--/RS=^ADBkUvrTkN24IwbbqPur2In40FFkIc-;_ylt=A2RCA9rCO3haqGkAxRodOfx7
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🔶 「あなたの『私のステキな狭山』を教えてください」 アンケート結果 🔶 
 
 奥富西方自治会集会所のアジサイ 稲荷山公園のカタクリ 

梅宮神社の 2 月 11 日の例祭は甘酒がふるまわれる 入間川の川渕のさくら 

赤間川沿いの段丘春の野花 水野の森のさくら 

稲荷山公園のヤマユリ 725 株 7 月中旬が見ごろ 不老川沿いの散歩珍しい鳥に会える 

富士見小学校の屋上から見た冬の富士山 堀兼地区の「赫下（はけした）」 地名は文化財 

加佐志の鎌倉街道の遺構と周辺の畑・雑木林 智光山公園池のさくら 

八幡神社の 9 月の獅子舞は 300 年の伝統 入間川七夕まつりの花火 

 

Ｎｏ１ 稲荷山公園 Ｎｏ２ さやま大橋から見た富士山 Ｎｏ３ 智光山公園 

🔶 あなたが選ぶ『狭山市景観地５０』 アンケート結果 🔶 

平成29年度 さやま市民大学学園祭で、お気に入りの「狭山の景観地」と「私のステキな狭山」をアンケート調査しました 

市民が教えるステキな狭山 

人気の景観地 

・七夕通り     ・慈眼寺 

・堀兼神社     ・梅宮神社 

・影隠地蔵     ・西浄寺 

・宗源寺      ・中原公園 

・稲荷山公園見晴台 

・水野の森のそば畑 

・羽黒神社の菩提樹 

その他 得票があった景観地 

集計／さやま市民大学 地域ジャーナル講座 

順位 景 勝 地 得票 順位 景 勝 地 得票 

１ 狭山稲荷山公園 ９ ９ 広福寺の山門 ４ 

２ さやま大橋から見た富士山 ７ 10 不老川・としとらず公園 ３ 

２ 智光山・中央通路 ７ 10 八幡神社 ３ 

４ 入間川サイクリングロード ６ 10 城山砦跡と階段 ３ 

５ 七曲井 ５ 10 都市緑化植物園 ３ 

５ 新富士見橋から見た富士山 ５ 14 天岑寺 ２ 

５ こども動物公園 ５ 14 奥富の田んぼ・かかし祭 ２ 

５ 広瀬神社の大ケヤキ ５ 14 田島屋堰 ２ 

９ 茶畑 ４ 14 赤坂の森 ２ 

 


